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第一章「とんでもない司祭を拾いました」








　港街というのは犯罪が多い地域である。

　交易が行われるので金が集まるし、異なる宗教と文化を持つ異国の船乗りが滞在するから諍いが生じるし、異国の犯罪組織と接点を持てる場所でもある。決して治安がいいとは言えず、若い女性は夜に一人で歩いてはいけない。

　しかし、二十四歳のエーナは鼻歌を口ずさみながら港街の外れを歩いていた。

　潮風に吹かれて麦わら色の柔らかい髪がふわりと揺れる。腰まで伸びた髪はゆるく結っていた。緑の目に煌々と輝く月が映る。

　着心地のいい麻の洋服は若草色で、その上に軽くて風を通さないケープを羽織っていた。ブーツは足のサイズに合わせて作った一点物で、長時間歩いても疲れない。

　エーナが歩いているのは大通りではなく人気のない道である。もっとも、別に怖いもの知らずというわけではない。

（今日もたっぷり稼いだわね）

　この一週間の仕事で得た報酬は、一般的な船乗りが半年でようやく稼げる額だ。用心棒を雇う金くらいあるものの、そんな必要はない。若い女性であり、高収入であるエーナを狙うような愚か者はこの街にはいなかった。

　その理由はエーナの特別な仕事にある。

　この世界では千人に一人の割合で魔法を使える者がいて、エーナはその希有な魔法使いの一人だった。

　とはいえ、自分を襲おうとする不届き者を倒せるような攻撃的魔法を使えるわけではない。エーナが使用できるのは、魔法の中でも特に希少な空間魔法なのだ。

　エーナは自分の魔法空間になんでも収納できる。魔法空間の大きさは無限といっても過言ではなく、そこに入れているものは決して壊れないし腐らない。

　この能力は便利であり、エーナは港の交易品の運び屋として生計を立てていた。

　どんな大きなものでも、壊れそうな繊細なものでも、日持ちがしないものでも、エーナの魔法があれば安全に遠くまで運べる。

　エーナは港街の商業組合と契約を結んでおり、王侯貴族相手や貴重な品の運搬を担当していた。

　そんなエーナに危害を加えるということは、すなわち港街の商業組合に喧嘩を売るようなもの。

　かつて、エーナのように空間魔法が使える運び屋が盗賊に襲われて荷物を奪われるという事件があった。

　そんなことをされて商業組合が泣き寝入りするはずがない。海辺の男たちは気性が荒いのだ。

　──当然盗賊団を見つけ出し、私的な制裁が加えられた。盗賊団ですら戦慄する、この世の地獄を煮詰めた凄惨な内容だったと噂は聞いている。その盗賊団は骨すら残せず、最終的に海の藻屑となって消えた。

　その一件以来、「港街の商業組合の運び屋は襲わない」という暗黙の了解ができた。盗賊団とて人間だ。わざわざ危険な相手を標的にする理由がない。

　おそらく、エーナの人相書きは「手を出してはいけない要注意人物」として盗賊団の中に出回っている。たとえ下っ端の構成員が事情を知らずにエーナに危害を加えたとしても、その盗賊団はまとめて制裁されるはずだ。商人たちの情報網は凄まじく、逃げることは不可能である。

　かつての盗賊団の末路は有名な話だから、新入りの構成員はまず運び屋の人相を徹底的に叩きこまれると聞く。

　よってエーナは盗賊団に襲われる心配もなく、一人で夜の港街を出歩けるのだ。

　荷物を運んでいない時でも、エーナが仕事ができない状態に陥れば巡り巡って商人たちに被害が出る。この港街でエーナに手を出そうとする不届き者は存在しないだろう。

（しばらく仕事はないし、どうやって過ごそうかしら？　久しぶりに屋敷の大掃除でもしようかな）

　機嫌よく鼻歌を口ずさみながら考える。

　エーナは稼いだ金で港街の一等地に大きな屋敷を建てていた。一見すると貴族が住んでいるような立派な建物である。

　一人暮らしなので小さな家にするつもりだったけれど、金を貯めこむよりも使ったほうがいいだろうと考えて四年前に思いきることにした。

　豪邸を一軒建てるだけで生じる経済効果はかなりのものになる。

　エーナは自分の特殊能力だけではなく、金を使うことでも港街での地位を保っていた。商業組合の会長だって、エーナがあえて大金を使っていることは把握しているだろう。持ちつ持たれつだ。

　そんな経緯で建てた大きすぎる屋敷を一人で掃除しようとしたら何日かかるかわからない。そもそもエーナは面倒くさがりだ。金で解決できることは金で解決したいから、定期的に人を雇って掃除してもらっている。

　ちなみにエーナは空間魔法しか使えないので、魔法で掃除をするという手段は取れない。

（今回はとりあえず十人くらい募集すればいいかな。やりたい人がもっと多ければ増やしてもいい。どうせ、お金はいっぱいあるもの）

　そんなことを考えつつ歩いていると、風の音に紛れて苦しげな声が聞こえてきた。気になったエーナは足を止めて耳をそばだてる。

「──ッ、う……」

　港街には娼婦も多く、野外で行為に及ぶ者もいる。夜になれば森の中から男女の声が聞こえてもおかしくはない。ここに住む大人なら、誰もがそういう場面に遭遇したことがある。

　だが、聞こえてきたのは嬌声とはほど遠い。しかも男性一人だけの声である。

（なにかおかしい……。事件か事故か、嫌な予感がする）

　胸騒ぎがしたエーナは声のするほうに向かった。整備された道から外れ、森の中に足を踏み入れる。

「……！」

　急ぎ足でしばらく進むと、一人の男が大きな木にもたれかるように座っていた。

　年は三十歳くらいだろうか？　綺麗な金髪は血で汚れていた。司祭服を身に纏っているから聖職者だと一目でわかる。

　ちなみに体躯がよすぎて、大胸筋の付近は張り裂けそうなほど布が伸びていた。港街の船乗りたちは皆いい体つきをしているが、それに劣らないほど立派である。

「ちょっと、大丈夫？」

　慌てて駆け寄って声をかける。苦しげなうめき声が帰ってくるだけで、意識が朦朧としているようだ。

　頭の傷を確かめると、そこまで深くはない。頭だから血が大量に流れているけれど、見た目よりは軽傷だ。

　それでも、このまま置いていったら死ぬ確率が高い。血の匂いに引き寄せられた獣が彼を襲うかもしれないし、森には毒蛇だっている。厄介な虫に刺されるのも危険だ。

　手を伸ばしかけるけれど、頭の中で警鐘が鳴り引っこめる。

（こんな目立たない場所で死にかけている司祭なんて、どう考えても訳ありよね）

　この司祭に関われば面倒な事件に巻きこまれる気がした。エーナの予感は当たる。

　それでも、彼をこのままにしておけなかった。エーナの行動次第で助かる命なのだ。

「もう、仕方ないわね！」

　エーナは彼に向かって手をかざした。淡い光が彼を包むと大きな身体が消える。

　──実はエーナの空間魔法は人間も収納できるのだ。

　エーナのように空間魔法を人間にも使える者の話は一度も聞いたことがない。珍しい空間魔法の中でもさらに希有な能力だ。

　もっとも、人間の収納には条件がある。人間よりも大きい荷物が魔法空間に存在せず、運べるのは一人だけ。さらに、人間を運ぶと厄介な反作用も生じるので覚悟が必要だ。

　エーナの魔法は人間の運搬には向かない。それでも今は運んでいる荷物はないし、彼を助けられる状態だ。

　司祭を魔法空間に収納すると、エーナはすぐに元の道に戻った。傷は深くなさそうだが、意識薄弱としていた司祭が心配だ。早く屋敷に戻らねばと早足で進む。

　すると、前方から見たことがない三人組の男がやってきた。明らかにガラが悪そうで、なにかを探すように周囲を伺っている。

（うわ……ますます嫌な予感がする）

　そう思いつつもエーナが表情に出すことはない。至近距離まで近づくと、男たちのほうが声をかけてきた。

「やあ、姉ちゃん。この辺で司祭を見かけなかったか？」

　聞かれて「やっぱり」と心の中で返事をした。おそらく、彼らがあの司祭を襲ったのだろう。

「司祭？　ここはずっと一本道になっているけど、誰ともすれ違わなかったわよ」

　エーナはそう言いながらわざとらしく森に視線を向ける。言外に「道ではなく、森を移動しているのではないか？」と匂わせたのだ。

　男たちは顔を見合わせた後、「ありがとうな」と言って森へと入っていった。

　おそらく彼らは司祭の痕跡を見つけるだろう。司祭がいた場所には血が落ちている。この怪我では遠くまで行けないと判断し、森を捜索するに違いない。

　エーナが空間魔法で人間を運んでいるなんて考えには及ばないだろうから、変に焦ることもなく元の速度で歩いていった。

　あの男たちはまだ近くにいる。ここで慌てる素振りを見せたら怪しまれてしまうから、落ち着いて行動しなければならない。

　すぐにでも司祭の手当てをしてあげたいけれど、まずは無事に帰宅するのが最優先だ。幸い頭の傷は致命傷ではない。帰宅してから処置しても間に合うはず。

（聖職者である司祭とガラの悪そうな男たち。男たちのほうが悪人に見えるけど……はたして、なにがあったのかしら。気になるけれど、深入りはしたくないわね）

　手当てが終われば司祭には速やかに出ていってもらおうとエーナは考える。

　しかし、そうもいかない事情ができてしまうなど、この時は予想もしていなかった。





　　　◆　　◆　　◆　　◆






　司祭が意識を取り戻したのは彼を拾ってから十数時間経った午後一時のことだった。

　エーナの空間魔法で人間を収納することで生じる様々な反作用のうちのひとつはこれだ。人体にかなりの負担がかかってしまうようで、空間から出した人間は長時間の眠りについてしまう。

　寝ている間に手当はしておいた。魔法の影響で目覚めるのは夕方くらいになると予想していたのに、早めに意識を取り戻したから驚いてしまう。傷が浅かったおかげだ。

　目を開けた司祭は自分が豪華な寝台に寝かされていることに気付き、困惑しながら身体を起こした。ちょうどエーナが彼の様子を見にきたところだったので、ドアの軋む音が覚醒のきっかけになったのかもしれない。普段はあまり使っていない部屋だから蝶番に油をさしていなかったのだ。

「あら、目が覚めたのね。よかった」

　エーナはベッドサイドに腰を下ろして顔色を窺う。すると、青い瞳がエーナをまっすぐに見つめ返してきた。

（海みたいな綺麗な目……。しかも、すごく顔がいいわね）

　怪我に気をとられてよく見ていなかったけれど、彼は美しい顔立ちをしていた。輝くような金の髪と青い目の組み合わせは、どこかの国の王子様のようだ。鼻筋もすっと通っているし、眉の形まで整っている。

　あまりにも完璧な顔の造詣にエーナは思わず見惚れそうになってしまった。

（……っと、気にするところは容姿じゃなくて健康状態だわ）

　気を取り直して彼の様子を観察すると、血色もよく、目の焦点もしっかり合っていた。

（うん、大丈夫そう。この様子なら、すぐ動けるようになるわね）

　エーナは安心するが、司祭は不安げな声を上げた。

「ここは……？」

　森の中にいたはずなのに、知らない場所に寝かされていて混乱しているのだろう。エーナは穏やかな口調で端的に答える。

「港街の高台にある私の屋敷よ。あなたが森の中で倒れていたから、連れて帰って手当てしてあげたの」

「そうか……。助かった。礼を言う」

　司祭は深々と頭を下げる。

「今は午後一時。あなたは長い時間寝ていたのよ。傷は深くないけれど、出血がひどくて疲れが溜まっていたのかしらね。身体の調子はどう？」

　彼の傷は浅く、普通なら夜のうちに意識を取り戻してもおかしくはなかった。しかしエーナは自分の魔法の詳細を隠したかったので、もっともらしい理由を適当につける。

「そんなに寝ていたのか……！　なるほど、筋肉や関節が強張っている気がするのはそのせいか。そのうち治るはずだ」

　彼の声はひどく掠れていた。脱水気味らしい。

「お粥でも持ってきてあげるわ。水差しはそこにあるから、待ってる間に飲んでいいわよ」

「ありがとう」

　エーナは客室を出てキッチンに向かう。

（消化にいいもの……ってなんだっけ？　キノコは駄目だったわよね？　よくわからないから塩だけでいいか）

　料理が得意というわけでもないエーナは具のないパン粥を作り、司祭の元へと戻った。

　司祭は掌を何度も握ったり開いたりを繰り返している。頭を怪我したことだし、身体が正常に動くかどうか確かめているようだ。

「はい、お粥。一日近く寝ていたのだし、消化を考えて塩だけにしたわよ」

　本当は消化にいい具材を思いつかなかっただけだが、わざとそうしたのだと取り繕う。司祭は質素すぎる粥をありがたそうに受け取った。

「じゃあ、ゆっくり食べてね。三十分後にまた来るわ」

　他人が側にいたら気を遣うだろう。そう思ったエーナは再び客室を出ていく。

　自室に戻ると、テーブルの上に広げていた新聞に視線を落とした。

　国内でも港街と王都の新聞社は情報が早い。特に港街の新聞はどんな小さな事件でも必ず掲載していた。それが誰かの商売に関わる可能性があるからだ。

　今日の朝、エーナは新聞を隅々までよく見た。しかし、司祭が関わるような事件は載っていない。それどころか、聖職者関連の情報もない。尋ね人の欄にもあの男と思われる捜索依頼はなかった。

　つまり、彼が関わっているのはまだ表面化されていない事件と思われる。

（怖い怖い。絶対になにも聞きたくない！）

　エーナは身震いする。

　目の前で人が死ぬのは目覚めが悪いから助けたけれど、彼の抱える事情にまで深入りするつもりはない。知るというのは危険な行為であり、なにかしらの事件に巻きこまれてしまう可能性もある。

　それこそ、商業組合の庇護を受けるエーナにも平気で危害を加えてくる相手かもしれない。なにせ、聖職者に手を上げるような者たちなのだ。道理が通じない気がする。

　出会ったばかりの他人よりも、自分が築き上げてきたこの環境を維持することが最優先だ。命を救っただけで十分である。

「……そろそろ時間か」

　司祭のいる客間に戻ると、彼は立ち上がって身なりを整えているところだった。粥の皿は空になっている。

「世話になった。すぐに出ていく」

　どうやら、彼もエーナを厄介な事情に巻きこまないように考えたのだろう。なにも語らず、速やかに去ろうとするのは好感が持てる。

　しかし、それを許すわけにはいかなかった。

「待って。それは駄目よ」

「……なぜだ？　まさか、君も私の持っているものを狙っているのか？」

　司祭が胸元を押さえながら鋭い視線を向けてくる。

「ちょっと、余計なことは言わないでよ。今の台詞で、所持しているなにかが原因であなたが襲われたってことに気付いちゃったじゃない。それが一体なんなのか知らないし、知るつもりもないけど、もし私がそれを狙ってたら倒れているあなたから盗めばよかったでしょう？　わざわざ助けて家に連れてくる必要がある？」

　彼の迂闊な発言にエーナは苛立ちを感じた。

　しかも、彼は胸元を押さえていた。つまり、狙われている彼の持ち物は服の内側にしまえる程度の大きさだと推測できてしまう。

　知りたくなかった情報がどんどん開示されてしまい、エーナは溜め息を吐いた。

「……！　それもそうだ。すまない。頭がよく働いていないようだ」

　彼は深々と頭を下げた。素直に謝られると毒気を抜かれる。

「……まあいいわ」

　エーナもしつこく責めたりはせず許すことにした。

「詳細は伏せるけれど、あなたを助けるのに魔法を使ったの。その反作用で、あなたの中のなにかが私に引き継がれてしまったのよ。置いていかれても困るから、それを返したいの」

　彼の事情を聞くつもりはなく、こちらも詳しく話すつもりはない。だから一線を引くように淡々とした口調で告げる。

「魔法……？　そうか、考えてみれば君のような細い女性が私を運ぶには無理がある。私は魔法について詳しくはないが、反作用が生じる事象があるらしいな。しかし、引き継がれるとはどういう意味だ？」

　彼が小首を傾げた。

「そのままの意味よ。私の魔法で助けられた人間は記憶だったり能力だったり、その人特有のなにかを必ずひとつ私に受け渡してしまうの。でも、私がそれを持ちつづけてしまうと負担がかかるから、きちんと返したいのよ」

　──そう、これが空間魔法を人間に使用した場合の一番厄介な反作用だった。

　魔法はなかなか研究が進んでいない分野で、理屈のない現象がたびたび起こる。ただ、面倒なことも「そういうものか」と受け入れてしまうくらい魔法は便利だった。

「承知した。それで、私はなにを君に渡してしまったんだ？」

「まだわからないわ。対象となる人間が覚醒してから判明するまで少し時間がかかるの。だから、しばらくここにいてくれるかしら？」

「なるほど。ちなみに、どうやって返してもらうんだ？　儀式的なものが必要か？」

　大がかりな魔法は儀式を必要とするものがある。しかし、エーナの場合は大層なものはいらない。

「私が受け継いだものによるわ。たとえば記憶だったらそれを口頭で話すことで相手が思い出し、私の中の見知らぬ記憶は消える。前に料理の技術を落としていった女性がいたけれど、数日間一緒に料理をすることでまた料理上手になってたわね」

　エーナはかつて助けたことのある料理人を思い出す。

　彼女は商売道具である料理の技術をエーナに受け渡してしまった。おかげで火加減の調整すらままならない状態だったけれど、数日かけて無事に返せたのである。

　ちなみにこの時、数日間一緒に料理をしたので、ある程度の調理知識をエーナは得ていた。だから先程も粥を作れたのだ。

　もっとも、食材に対する知識はないので消化にいいものはわからなかったのだけれど。

「ふむ……。受け渡したものによって対応が変わるのか」

「そうね。それがなんなのか私がわかった瞬間、返す方法も自然と閃くのよ」

「承知した。記憶なら話して終わりだろうが、料理の技術のように数日かかる場合もあるのだな。……しかし、おかげで私は命を落とさずに済んだというわけか」

　祭司は顎に手を当てて考えこむ。エーナはそんな彼を見て双眸を眇めた。

　長時間寝ていたから頭はボサボサだ。司祭服は血と土埃で汚れている。ただでさえ恵まれた体格のせいで存在感があるというのに、この出で立ちで外に出たら余計に目立ってしまうだろう。

　もし彼が追われているのならば、なんとかすべきである。そもそも、司祭服というだけで人目を引くのだ。

「とりあえず、あなたすごい格好をしているわよ。汚れてるし、身体を洗ってきたら？　この客間、浴室があるから使っていいわよ。シャワー使ったことある？」

「シャワーがあるのか！」

　彼は驚いたように目を瞠った。

　シャワーは海外から伝わってきた技術で、ここ十年ほどで国内に広まった。開発元の国では軍隊で使われていたらしいけれど、この国では富裕層向けのものである。わざわざバスタブに湯を張らなくてもいいし、身体を洗いやすいと好評だ。

　当然エーナはこの屋敷を建てる時にシャワーをつけた。かなり快適であるし、客人からの評判もいい。

　しかし、質素倹約な暮らしをしている司祭には無縁のものだろう。彼はシャワーと聞いて瞳を輝かせている。

（こんな立派な身体をしているのに子供みたいな顔で喜ぶなんて、かわいいところがあるじゃない）

　エーナの口角が上がる。

「コックをひねるだけでお湯が出るわ。それと、服も洗ったほうがいいわね。……でも、時間が経ってしまったから血は落ちないかもしれないわ。バスローブが置いてあるから、とりあえずはそれに着替えて」

　明日になったら男物の服でも買ってきてあげようと考えた。

「なにからなにまで世話になる。……君の名前を聞いても？」

　彼に訊ねられて、まだ名乗っていないことに気付く。

「私はエーナ。あなたは？」

「ギルテスだ」

　聖職者っぽくない勇ましい名前だけれど、大柄な彼にはよく似合っている。

　ギルテスはそのまま浴室へと姿を消した。その間にエーナは血や土埃で汚れたシーツを新しいものに取り替える。それが終わった頃合いに彼が浴室から出てきた。

　先程までは薄汚れてみすぼらしく見えたけれど、小綺麗になると途端に美しさが増した。彼は整った顔立ちの美しい男だった。綺麗な顔なのに、体つきだけは騎士のようで頭と身体が別人みたいである。

　浴室には男性も着られる大きなバスローブが置いてあったけれど、それでも彼には小さいらしく立派な胸板が見えてしまっていた。思わずどきりとする。

「感動した。シャワーとは素晴らしいな」

　ギルテスはとても嬉しそうだ。微笑ましいけれど、エーナは胸板に視線が向くのを堪えるのに必死だった。とてもいい身体なので、どうしても見てしまいそうになる。

「ええ、私もとってもいいと思っている……、……っ！」

　その刹那、身体に稲妻が走るような感覚がしてエーナはその場にしゃがみこんだ。

「どうした！」

　ギルテスが駆け寄ってくる。

「……っ、あ……」

　全身に鳥肌が立ち、エーナは自分の身になにが起きているのか察知した。

　──今、まさに彼に受け渡されたものが判明しようとしているのだ。

　この瞬間はいつも気持ちが悪くなる。正直なところ耐えがたいから、できれば空間魔法を人間には使いたくないと毎回思うほどだ。

　それでも、困っている相手がいたらつい助けてしまう。

「う……」

　彼は冷や汗を垂らしたエーナを抱き上げるとベッドに寝かせた。交換したばかりの真新しいシーツの感触が少しだけ心地よい。

「大丈夫か？」

　心配そうに顔を覗きこんでくる。

（ああ、ギルテスに受け渡されたのは──、……っ？）

　それがなんなのか判明した瞬間、エーナの顔が真っ赤になった。どくどくと心臓が早鐘を打つ。

「熱病か？　医者を呼んでくるか？」

　バスローブ姿である上に、自分が追われている存在だということも忘れて彼は医者を呼びに行こうとしていた。立ち去ろうとする彼の腕を掴む。

　そしてエーナは怒りに身を任せて叫んだ。

「あなた、とんでもないものを落としていってくれたわね！」

「落とす……？　ああ、私のなにかが引き継がれたということか。では、今様子がおかしかったのは病気ではなく魔法の反作用で……、うおっ？」

　エーナは彼の腕を強く引っ張るとベッドに引きずりこむ。本来なら力で敵う相手ではないが、抵抗して怪我をさせないように力を抜いてくれたのだろう。

　エーナはベッドに寝かせた彼の上に覆い被さると、バスローブの腰紐を解いた。彼は驚いたように目を瞠る。

「待て、急にどうした？　脱がすな！　私は司祭だ。淫行にふけることはできない」

「聖職者が貞操を守ってるのは知ってるわよ！　でも、しょうがないでしょう。全部あなたのせいよ！」

　この国で聖職者は貞操を求められる。唯一の例外は聖騎士パラディンのみで、剣を持ち敵の命を奪う聖騎士だけは結婚と性行為を許されていた。

　ともあれ、司祭である彼は童貞であり、今後もそれを貫かねばならない。それでもエーナには彼を襲う事情があった。

「ど、どういう意味だ……？」

「あなたが落としていったのは性欲よ！　しかもこれ、強すぎるわ。こんな性欲抱えて、よく今まで司祭なんてやってこられたわね？　信じられない！」

　エーナは軽蔑の眼差しを彼に向けた。

　下腹部がなにもしていないのに熱くなっている。濡れた下着が淫唇にぴとりと貼りついて気持ち悪い。

「性欲……？」

　ギルテスは呆気にとられてぽかんと口を開けている。その唇に吸いついて舌をねじこみたい衝動に駆られたけれど、なけなしの理性を総動員してエーナは説明した。

「あなたの性欲が私に引き継がれて、ムラムラしてどうしようもないの！　しかも、あなたに返す唯一の方法は性行為よ。……まったく、本当にとんでもないわ」

　強すぎる性衝動がこみ上げてきて、とにかく苛立ってしまう。

「なんだと？　他に方法はないのか」

「な・い・わ・よ！　引き継がれたものは赤の他人への譲渡もできないの。あなたに返せないと私は一生ムラムラしたまま生きることになるわ。助けてあげたのに、恩を仇で返すつもり？　残念だけど、司祭の資格は諦めてちょうだい」

　言葉の合間合間に「ふーっ、ふーっ」と野生動物のような荒い息を吐いてしまう。

　こんなみっともない姿を誰にも見せたくはない。それでも、今のエーナは説明をするだけで精一杯であり余裕がなかった。

　ギルテスは少し眉根を寄せた後、小さく息を吐く。

「君の変わり様を見るからに、本当のことなのだろう。司祭は性欲を抑える薬を飲むから、まさかそんなに強い衝動を抱えていたとは自分でもわからなかった。申し訳ない。君を犠牲にして司祭を続けることは道理に反するし、甘んじて受け入れよう」

　彼は少しだけ残念そうに呟いた。

　司祭として神にすべてを捧げ、清廉潔白に生きてきたのだろう。それを手放さなければならないのは彼だってつらいに違いない。

　それでも、それしか方法がないようだと彼は判断したのだ。

「はぁっ……同意、したわね？」

「ああ」

　決意したように彼が頷く。その次の瞬間、エーナは彼の唇を奪った。

「んむっ！」

　くぐもった声が耳に届く。

「はぁ……っ、ん……！」

　エーナは夢中になって彼の唇を貪った。シャワーを浴びたばかりだけれど、まだ脱水気味なのか唇が少しかさついている。

　怯えたように縮こまる舌を容赦なく吸い上げて己の舌を絡ませた。互いの唾液が混じり、エーナはうっとりと双眸を眇める。

「ん……っ、はぁ……」

　エーナにとっては濃厚なキスも性行為の重要な要素だった。キスのない交わりなんて考えられない。

　唇を重ねながら腰をぐりぐりと押しつける。すると、彼の下腹部が硬くなっていくのがわかった。彼の身体が反応してくれたことで無事に性交は果たせそうだと安心する。

　彼の腰紐は解いていたから、バスローブが乱れて肌が露出する。エーナは勃ち上がった彼のものに自分の秘処を押しつけた。エーナは服を着たままなので、下着越しに性器が擦れあう。

「……ッ、あ」

　ギルテスが艶やかな声を漏らした。彼の腰がぴくりと揺れる。

「んっ、んうっ……」

　エーナの秘処はすでに濡れそぼっていた。強すぎる性欲のせいで異常なまでに興奮し、勝手に蜜が溢れてくるのだ。

（もっと……刺激が欲しい）

　キスをしたまま下着を脱ぎすてる。

　亀頭ではなく肉竿の部分に秘処を押し当てると、花弁が左右に開いた。そのまま腰を上下に動かし、彼の雄で己を刺激する。重なった唇の隙間から嬌声が零れた。

「んあっ、あ……！」

　ギルテスの雄杭はとても硬かった。浮き出た太い筋が陰核や割れ目を刺激して気持ちいい。愛液が彼のものにまとわりついて滑りがよくなると、腰の降る速度も上がった。

　エーナは彼を使って自慰をするみたいに快楽を高めている。

「──ッ」

　男性器にエーナの柔らかくも熱い秘処を押し当てられて、彼も気持ちよく感じているようだ。肩が小刻みに震えている。

　ギルテスはエーナの肩を掴んで顔を離させた。ずっとキスしていたせいでしっとりと濡れた唇を彼は開く。

「ま、待ってくれ……！　勃起したのが……ン、生まれて初めてで……！　なにかが腹の奥からこみ上げてくる！　なんだこれは……」

　彼は深く動揺していた。

「え？　あなたがさっき言ってた性欲を抑える薬って、まさか勃たなくなる効果もあるの？」

「当然だ。そうでなくては意味がないだろう」

「じゃあ……まさか、射精もしたことないの？」

「……ああ」

　顔を赤くしながら彼が頷く。

（聖職者だから童貞なのは当然として、射精すらしたことがないなんて……）

　エーナは驚いてしまった。

　司祭の性事情なんて知らなかったけれど、貞操を貫くために自慰くらいはしていると勝手に思いこんでいた。それがまさか、薬で性欲だけでなく男性器の機能まで抑えていたとは驚きである。

「怪我をしたせいで薬を飲まなかったから、今は効果が切れているようだが……ンっ、ぬるぬるして、気持ちよくて……！　こ、このままでは粗相してしまう。一度便所に行かせてくれ」

　彼は泣きそうな顔をしていた。体格がいい男性が息を切らせながら懇願してくる様子に、エーナの胸がきゅんとする。

　そして、むくむくと嗜虐心がこみ上げてきた。

「おしっこじゃないから大丈夫よ。それに、もし粗相したとしても気にしなくていいわ。ここにはあなたと私の二人しかいないんだし」

「そ、そんな……」

「ほら、出してみて」

　エーナは腰を振る。陰茎の側面を擦るだけの動きで、敏感な亀頭はまったく刺激していない。それでも、一度も自慰をしたことがない彼には効果絶大だったようだ。

「……ッ、あ……ンンっ……！　ま、待ってくれ！　本当に出る、出てしまう……！」

「だから、出していいってば」

　エーナは最後の刺激とばかりに、彼の乳首を指先ではじいた。

「ア……っ、あぁ──」

　びくびくと彼の雄が震えた。大きく膨らんだ亀頭から白濁液が飛び出す。かなりの勢いで、エーナは射精音を生まれて初めて聞いた。こんなに音を立てて出るものなのかとびっくりしてしまう。

「……ッ、う……」

　陰茎が何度も震えながら精を撒き散らしていった。独特の匂いが鼻に届く。

　そして、強い性欲を秘めているエーナはその匂いに触発された。じわりと秘処から蜜が溢れる。

「ほら、精子だったでしょう？　上手に出せたわね」

　エーナは彼の頭を撫でる。ギルテスは荒い息を吐きながら呆然としていた。初めての吐精の余韻に浸っているようだ。

「こ、これが射精……。小水と似ているようで違うし、なにより気持ちいい……」

　吐精したにもかかわらず、彼の雄は萎えることがなかった。このまま繋がれそうである。

（もう、挿れちゃいたい……）

　エーナは腰を上げると、天を向いたままの雄に己の蜜口を押し当てた。つぷりと、亀頭の先端が秘裂を左右に割る。

「……ッ、ま、待て！　いきなりは駄目だ！　経験はなくても最低限の知識はある。きちんと慣らさないと女性の身体を傷つけてしまうのではないか？」

　貞操を守っている聖職者でも一般的な性知識はあるようだ。彼はエーナを諫めてくる。

「普通はそうよね。でも、私は別に処女じゃないし、あなたの性欲のせいでこんなに濡れてるし。とにかく、今すぐ挿れたくて我慢できないの！」

　ようやく繋がれると思った瞬間に制止されたせいで、余計に気が早ってしまった。腹の奥で燻る熱がとぐろを撒きながらエーナを急き立てる。

（急がないと、頭がおかしくなっちゃう……！）

　エーナは涙目になりながら少しずつ腰を下ろしていく。蜜口はとうとう亀頭を呑みこんだ。すると、「もっと奥まで」という渇望が背中を押してくる。彼の性欲は本当に厄介だ。

「ほ、本当に、ン、大丈夫……なのか？」

「無理そうだったら抜くから……っ、んあっ？」

　腰をさらに下げたところで、エーナは彼のものがとても太いことに気付いた。みちみちと隘路を拡げられている。

「ちょっと待って。はぁっ……、んぅ、あなたの大きすぎない？」

　彼を押し倒してからというもの、ずっとキスしていたし、彼の顔を見ていたから下腹部をよく見ていなかった。男性器の場所は腰の位置で大体わかるし、性的経験値があるがゆえに見なくても挿入まではなんとなく進行できたのである。

（そういえば、ギルテスのものに擦り付けている時も筋が太く目立っていた気が……）

　よくよく考えればエーナを刺激できるほど太い筋が浮き立っているのだから、男性器そのものも大きいはずである。

「他人と大きさを比べたことはないが、私の体格相応だと思っている」

「あなたは背が高い上に体格もがっしりしてるんだし、んっ、それ相応って……あうっ、かなり大きいでしょ」

「……そうかもしれない。だから、まずは君の準備をするべきだ」

　熱に浮かされたような表情をしながらも、彼は冷静にエーナを説得してきた。当然そうすべきだと思う。

　──しかし、理性でどうにもできないのが欲望だ。エーナは今まで経験したことのない強い性衝動に襲われている。

　大きすぎるものをこのまま受け入れるのは怖いと思う一方で、早く繋がりたくてたまらなかった。

　エーナはさらに腰を下ろしてしまう。

「ンっ……！　落ち着け！　このまま進めるのは、ああっ、君の負担が大きい……！」

「わかってるけど……んうっ、止まらないの……！」

　男を知らない身体ではない。エーナは過去に一人だけ恋人がいて、それなりに経験を積んだ。

　それでも、今まで経験したことがないほど内側が拡げられ、かなり深い場所まで彼のものが届く。彼のものを根元まで受け入れると、繋がっているだけで痺れるような感覚がした。ひきるつような痛みを少しだけ感じたけれど、強すぎる快楽がそれを塗りつぶしてくる。

「あ……っ、ああ……ん、あぁ──！」

　性欲のせいか、それとも彼の雄の刺激が強すぎたのか。エーナはすぐに達してしまった。

　膝立ちの体勢だったけれど、力が抜けて彼の上半身に身体を預けてしまう。逞しい胸板に頬が密着した。当然、繋がったままである。

　エーナは絶頂を迎えて夢見心地だったけれど、ひくひくと収縮する膣の感覚にギルテスは翻弄されていた。

「あ……っ、熱い……なんだこれは！　私を包む部分が、ン、全部ぬるぬるして……まとわりついてきて……ア、しめつけてくる……！　あ……ここは天国か？　ッ、これは、また出てしまう……！」

　彼が奥歯を噛みしめる音が聞こえる。そして、エーナの中で雄杭が打ち震え精を吐き出していった。最奥に熱液が叩きつけられる。

「ク──、はぁ……」

　ギルテスの掠れた声が耳に届いた。上擦ったような声に胸がそわそわする。

　強い性衝動が少しだけ収まった気がした。いくらかの性欲が彼に戻っていったのだろう。エーナはほっとする。

（少し気分が楽になったかも。こんなに興奮するのなんて、初めてだったし）

　あそこまで強い性欲は自分の中に存在しないものだった。わずかでも手放せてよかったと思うし、少しだけ冷静になる。

「ギルテス……」

　顔を上げて彼の様子を窺おうとした。なにせ、二連続で吐精したのだ。彼も疲れているだろうし、一度休憩したほうがいい。

　そう考えていたのだけれど──。

「……！」

　彼の顔を見てエーナはびくりと肩を跳ね上げた。

　ギルテスの青い目には劣情が滲んでいた。そう、彼は興奮した雄の表情をしていたのだ。

　性欲の一部が戻っていったことで、彼自身も興奮しはじめたのだろう。彼がゆっくりと腰を突き上げてくる。雄杭はまだ大きく硬いままだった。

「ああっ！」

　達したばかりで敏感になっている媚肉を擦られ、エーナは背筋を仰け反らせた。

「す、すまない。あまりにも君の中が気持ちよすぎて……ン、腰を動かしたい衝動に駆られてしまった。どうしたことだ……」

　その声色には興奮と動揺が入り混じっていた。初めてのことで彼も戸惑っているのだろう。

（あんなに強い性欲だもの。その一部が彼に戻ったのなら、激しくしたくてしょうがないわよね）

　エーナは納得してしまった。自分が楽になったぶん、彼は性衝動を感じているのだ。

「はあっ、はぁ──好きに動いていいわよ。性欲を全部返すためには、んっ、もっとする必要があるんだし」

「い、いいのか……？」

「ええ。でも、優しくしてね？」

　エーナは彼の高い鼻をちょんと指でつつく。少しばかり余裕が戻ってきたので、自然と表情が綻んだ。

「わ、わかった。乱暴にはしない。だから……私が上になっていいか？　このままでは動きづらい気がする」

「あ、そうね。わかったわ」

　エーナは腰を上げて彼のものを引き抜いた。栓がなくなった途端に大量に出された精液が零れて彼の下腹部を濡らす。

（こんなに出たの……？）

　驚きつつも、エーナはワンピースを脱いだ。一糸纏わぬ姿になると仰向けに寝る。清潔なシーツに交換しておいてよかったけれど、新しいシーツもすでに互いの体液でぐちゃぐちゃになっていた。

「はぁ……っ」

　ギルテスも肩にひっかかっていたバスローブを脱ぎすてた。邪魔な布がなくなったおかげで、彼の体格のよさがよくわかる。肩幅もかなり広いし、腕も肩も筋肉で膨らんでいた。

（すごくいい身体……！）

　エーナはごくりと喉を鳴らす。

「つらかったら言ってくれ」

　ギルテスはそう言うと蜜口に先端をあてがう。だが、腰を進めることなくエーナの秘処を凝視していた。

「どうしたの？　場所がわからない？」

　彼は童貞だったし、先程もエーナがリードしていた。挿入箇所がわからなくて当然だし、気を遣って声をかける。

　しかし、彼は首を横に振った。

「場所はわかる。女性器を初めて見たが……感動してしまって。しかも、私の精を流している様子が扇情的で……！」

　ギルテスがごくりと喉を鳴らした。彼は興奮しているようだ。

「ここ、赤く膨らんでいる」

　彼は蜜口の上にある花芯に指で触れた。敏感な部分に触れられてエーナの腰が跳ねる。内側に留まっていた精液もどぷりと溢れた。

「んあっ！」

「……！　ここがいいのか？」

　ギルテスは面白そうに花芯を指先でこねくり回す。

「ああっ……んぅ……」

「なるほど、ここは男性器と似ているな。……ん？　まさか、この皮は剥けるのか？」

　彼はなにかに気付いたように包皮を剥いた。予想外の行動にエーナは目を瞠る。

「あなた、自慰もしたことなかったんでしょ？」

「そうだが、洗う時は皮を下ろして中まで綺麗にするだろう」

　自慰の経験がなくても、清潔にしていたから構造を把握していたらしい。しかも彼は器用で、根元まで下ろしたエーナの皮をしっかりと押さえている。

　無防備になった赤い秘玉に親指が当てられた。

「この器官は亀頭みたいで面白いな」

　彼は秘玉を面白そうに指先で転がす。

　皮を剥かれたまま弄られるエーナにしてみれば、たまったものではない。彼の指先が動くたび強い快楽が襲いかかってくる。

　その上、彼の亀頭はエーナの蜜口に押し当てられたままだった。

「あっ、ああっ！　やぁ……っ、んうっ」

　エーナの腰が快楽で揺れる。そのはずみで彼の亀頭の半分ほどが中に入ってしまった。

「──ッ！」

　ギルテスの指の動きが止まった。敏感な部分を包まれて感じてしまったらしい。

「あぁ……」

　彼は吸い寄せられるように腰を進めていった。エーナの中を再び熱い雄杭が満たしていく。

「ク……っ。私のものにまとわりつくこれは一体なんだ？　ンっ、あぁ……、す、すまない。腰を激しく振りたい要求に駆られて……」

　ギルテスの眉間に深い皺が刻まれる。

「んっ……動いても大丈夫よ」

「しかし……」

「さっき挿れた時に拡げられたから、今はそんなにつらくないわ。それに、激しくされたところで壊れないから大丈夫……っ、はぁ、ん……」

　港街には外国人の船乗りを相手にする娼館も多い。外国人の中には信じられないほど大きい男性器を持った人もいると聞くけれど、通常の性行為で娼婦が傷ついたという話は聞いたことがなかった。変な行動をしないかぎり大丈夫だろう。

「私のものが君の中を拡げた、だと……？」

　ギルテスは双眸を眇める。ぴくりと、エーナの中で彼のものが反応した。

「つ、つまり……今ここは私の形になっているということか。……興奮してしまうではないか」

　突如、彼が激しく腰を突き挿れてくる。

「んあッ！　あっ！」

　最奥を容赦なく穿たれて目の前に火花が散るような感覚がした。筋肉質なギルテスに思いきり腰を振られたら、最奥に感じる衝撃はかなりのものになる。

　しかも、ただでさえ彼のものは太くて大きいのだ。浮き出た筋やくびれが媚肉を絶えず刺激して、エーナは官能に襲われる。

「腰がッ、止まらない……！　んっ、すまない！　ああ……っ！」

「はぁ、あうっ……んっ、ああ……！」

　激しすぎる衝撃にエーナはすすり泣く。性交の最中に涙をこぼすなんて初めてのことだ。

　それでも、決してつらいわけではなかった。苦しくもない。

　──ただただ、快楽が強すぎた。

「エーナ！　こんな風に、ッ、奥で……キスするのは刺激が強すぎる！　こんな……まさか、身体の内側もキスできるとは……！　女性の身体はすごいのだな。しかし、私は初心者なんだから、ン、手加減してくれ」

「そんな場所でキスなんて、あっ、してないわ……っ！」

「なんだと？　君の奥はッ、これほどまでに私のものに吸いついてくるだろう！　先程唇を重ねた時と同じくらい激しいのに、わざとではないというのか？　ああっ……こんなに刺激してくるのに……！　おお、神よ……この世にこんな行為が存在するなんて……！」

　快楽に呻きながらも彼の腰は止まらない。突かれつづけた最奥が熱くなる。

「んあっ！　ひぁっ、ん、そんなに奥ばっかり、あっ、強くされたら……っ、ああっ」

　気持ちいいのに、まるでいじめられているみたいだ。凶悪な肉杭に深い場所を遠慮なく叩かれる。その刺激がたまらない。

　快楽に全身がとろけそうだった。

「ああっ……また、ッ、あれが、また出る……！」

「あぁ──」

　彼はぐっと腰を深く突き挿れたまま精を放った。亀頭が最奥を押しつぶしながら大量の熱を流しこんでくる。

　肉杭が届かない場所を精でくすぐられてエーナは達した。

　彼にのしかかられているのに、身体がふわふわと浮いている錯覚がする。

（なに、この感覚？　しかも、こんなに奥まで精が流れこんでくるなんて……！）

　生娘ではないのに初めて経験することが多すぎる。そこそこ慣れているつもりだったけれど、エーナは彼に翻弄されていた。どっと疲れて睡魔に襲われる。

（性欲を戻すにはもっとしないといけないのに……駄目、もう眠い……！）

　身体から力が抜けて瞼が下りていく。

「む？　おい、エーナ。大丈夫か？　激しく腰を振ったせいか？」

　暗闇の奥から焦ったような声が聞こえてきた。エーナは最後の力を振り絞って彼に伝える。

「大丈夫、眠いだけ……」

　そう言い終わるや否や、エーナは意識を手放した。







第二章「二人暮らし」








「ん……」

　エーナの目が覚めると窓から差しこむ光が赤く染まっていた。小一時間ほど眠っていたらしい。

　気怠い身体を起こすと、下腹部が綺麗に清められていることに気付く。あれだけ大量に精を出されたのだから内側はぐちゃぐちゃのままで、太腿には乾いた体液がこびりついていてもおかしくないのに、不快感はまったくない。

　しかも、体液で汚れたはずのシーツも綺麗になっていた。新しく交換したのだろう。

（私が寝ているのに一体どうやってシーツを交換したの？　まさか私を抱えたまま交換なんて……うん、彼ならできるわね）

　ギルテスの筋骨隆々の姿を思い出す。細いエーナを荷物のように肩に担いで交換する姿が安易に想像できた。濡れたままのシーツに寝かされていなかったおかげで、肌もかぶれていない。

（童貞だったのに気が利くじゃない）

　ギルテスとはこれから何度も肌を重ねることになる。彼が後始末までしてくれる男でよかったとエーナは胸を撫で下ろした。

　彼は司祭だし、奉仕活動で病人の世話をした経験でもあるのだろう。不浄にしていると感染症にかかってしまうし、清潔にはかなり気を使っているようだ。

　エーナが感心していると、客間のドアが開いてギルテスが入ってきた。彼は新しいバスローブを着ている。

「目が覚めたのか！」

　彼は不安げな顔でエーナに駆け寄ってきた。行為中の猛々しい表情とは正反対すぎて、エーナは思わず笑ってしまう。

「身体は大丈夫なのか？」

「平気よ、本当に疲れて眠くなっただけなの」

「そうなのか……」

　彼は安堵の息を吐く。エーナを心配していたのだろう。

「それより、綺麗にしてくれてありがとう」

「いや、こちらこそ勝手に色々と使わせてもらった。この部屋にあるもので済ませたけれど、なかなか君が起きないから誰かいないかと家の中を探していたところだ」

　タオルは浴室に置いてあるし、シーツは棚の中にある。エーナは面倒くさがりなので、交換が楽なように客間用のシーツは大量に新品を置いていた。

　ちなみにシーツのような大きい布は洗うのも干すのも面倒なので、一度使ったものは病院に寄付してしまう。来客とて、知らない人間が使ったシーツよりも新品のシーツのほうがいいに決まっているし、病院はシーツがいくらあっても助かるようだ。病院では毎月それなりの量のシーツを廃棄するので需要があり、エーナが取りに来てほしいと呼べば喜んで持ち帰り洗ってから使っている。

　ともあれ、彼がシーツを見つけるのは簡単だっただろう。

「この家に住んでいるのは私だけよ。まあ、この広さを一人で維持するのは大変だから、定期的に掃除の人を呼んでるけど」

「なんだと。使用人もいないのか？」

「私は貴族じゃないもの。家の中に他人がいたら落ち着かないわよ」

　庶民であるエーナは、どんなに家が広くても一人のほうが落ち着く。住みこみの使用人を雇おうなど考えたこともなかった。

「この屋敷に、君一人で……」

　ギルテスは訝しげにエーナを見た。

　この屋敷の中を見て回ったなら、若い女性が一人で住むような規模ではないと彼もわかっているだろう。エーナが何者なのか気になっているに違いない。

（犯罪組織の頭の愛人とか、娘とか勘違いされているかもしれないわね。まだすべての性欲を返せていないし、数日間は一緒に暮らすことになりそうだわ。ちゃんと話しておいたほうがいいかもしれないわね）

　お互いに深く関わらないほうがいいと最初は考えていたけれど、こうなった以上は話が別だ。知りすぎたせいで身を滅ぼすことはあるけれど、逆に情報のおかげで窮地を脱することもある。

（彼を襲ったのが何者かわからないけれど、もし私をそちら側の人間だと思いこんだら性欲を戻し終わる前に逃げちゃうかもしれないもの。そもそも調べれば私のことなんてすぐにわかるだろうし）

　エーナは彼に説明しようと決める。

「落ち着いて。私はあなたの敵ではないし、魔法のことも含めて今から説明するわね」

「魔法……！　そうか、人命を救えるような魔法を使えるなら一財産築くことも可能。君は私を助けてくれたわけだし、疑ってすまない」

　ギルテスは深々と頭を下げる。素直に謝られれば悪い気はしないし、彼が襲われていたことを考えれば警戒するのは当然だ。

「構わないわ。じゃあ、私の魔法から説明するんだけど……」

「待て、その前に服を着てくれ！　君のその姿は刺激的すぎて大変けしからん」

　彼が顔を背ける。そこでエーナは自分がまだ裸であることに気付いた。下半身にはシーツがかかっているけれど、上半身は丸出しで形のよい乳房が露わになっていた。

「あら、ごめんなさい。じゃあ、着替えてくるわね」

　行為前につけていた下着は濡れていたので、再び足を通す気にはなれない。床に脱ぎすてた服も洗ってから着たかった。だから、一度自室に戻ることにする。

「わ、わかった。ここで待つ」

　ギルテスはエーナに背を向けてくれた。紳士的だけれど、少し前屈みになっている気がする。あんなに出したのに、また勃起してしまったのかもしれない。

（すでにすることしちゃってるんだし、そんなに気を遣わなくてもいいのに）

　エーナは全裸で自室へ向かう。

　服を着てから客室に戻ると、自分の魔法と港街での立場を説明した。

「なるほど、空間魔法の使い手なのか。それならば若くしてこの屋敷を建てられるのも頷ける。むしろ、王宮の専属魔導士になってくれと勧誘されなかったのか？」

「当然勧誘されたけど、商人のほうがお金を出してくれるもの。それに宮廷魔導士なんて堅苦しい立場より、運び屋のほうが私の性には合ってるわ」

　宮廷魔道士は名誉な職だけれど、王族なら空間魔法が使える人間をすでに何名か抱えているだろう。エーナがいなくても困らないはずだ。

　名誉を重んじて大勢の一人になるよりも、この港街の唯一無二の存在になるほうがいい。現に、今の生活には大変満足している。

「それより、私が人間も運べるってことはくれぐれも内密にね。知られたら厄介だから」

　エーナは唇の前で人差し指を立てる。

　今までに空間魔法で人間を運べるという話は聞いたことがなかった。他の人間の空間魔法では無理なのか、それとも皆秘密にしているのか、エーナにはわからない。ただ、悪用できる魔法なので他人に知られたくはなかった。

「大丈夫だ。恩を仇で返すことはない」

　今までエーナが助けた者たちは、決して空間魔法の秘密を漏らすことはなかった。彼もそうだろう。

「しかし、秘密にしたいのに見捨てられずに助けてしまうなど、君はお人好しのようだな」

　ギルテスが暖かい眼差しを向けてくる。急に恥ずかしくなって、エーナは早口になった。

「やめてよ。本当に人がいいなら魔法でこんなに稼いでないわ。私は高いのよ」

　こんな豪邸を建てられるのだから、エーナが高額な報酬を要求していると予想できるだろう。普通ならぼったくりと思うだろうに、彼は冷静に告げてくる。

「それだって、運送業の仕事を奪わないためだろう？　空間魔法は大量の荷物を運べると聞いたことがある。君が安価で請け負ってしまえば、仕事を失う者が出るはずだ」

「……っ」

　エーナは唇を軽く噛む。

　まさに彼の言うとおりだった。

　港街は交易の要となる場所で、エーナが生まれるずっと前から運送を商いにしている者たちが大勢いる。

　馬車で荷を運ぶ者たちと競合しないように、そして馬車では運べない繊細なものを無事に運べるように、あえて価格設定を高額にしていた。ちょっとした荷物ならエーナに仕事は回ってこないし、現状は特別なものだけが依頼される。

　よってエーナは運送業の者たちとの仲も良好である。それぞれの役割があるのだ。

　それに、もしエーナが安価で仕事をして他の運送業を駆逐してしまえば、エーナがいなくなった後で流通が滞ってしまうだろう。空間魔法の使い手なんてそうそう見つからない。だから、港街のためにも普通の運送業を残す必要があった。

　そこまで考えが及ばない者から「がめつい」という言葉を投げかけられることもある。

　しかし、ギルテスは違った。

「司祭というから浮き世離れしていると思ったけど、色々知ってるのね」

「懺悔室に商売関連のことを言ってくる者もいるからな。……さて、次は私の番か」

　そして、彼は語り出す。

　ギルテスは三十歳で、港街から離れた場所にある大きな都市の教会にいたようだ。その都市は信心深い者が多く教会がいくつもある。遙か昔に建てられた教会には歴史的価値があり、観光地としても栄えているらしい。

　その街はエーナも仕事で何回か訪れたことがあるけれど、港街とはまた違った趣のある素敵な場所だった。

　そこで司祭として真面目に働いていた彼は、ある日、領主が人身売買に手を染めていることを知ってしまう。しかも、その証拠を偶然入手したとのこと。

　どうしてそれを知ったのか、証拠がなんなのかまでは語らなかった。

　ともあれ、彼はその証拠を持って王都に密告に行くところだったが、領主に気付かれてしまったのである。

　命を狙われたギルテスは逃げながら王都を目指していたけれど、とうとう襲われて怪我を負い、そこをエーナが助けたという経緯だ。

「王都に密告ね……。ここから王都まで五日はかかるわよ？　港街にも教会があるし聖騎士もいる。その人たちに助けを求められない？」

「いや、それは駄目だ。私が領主に気付かれたのも教会内部に領主の内通者がいたからだ。それにこの人身売買の規模を考えると、港街にも関係者がいる。この証拠は私自らが王都に届けるつもりだ。王都の大聖堂になら信頼できる人がいるから、直接渡さなければ」

「あらら、そんな事情が……。確かに港街では他国への人身売買が水面下で行われているけど、まさか聖職者が関係してたなんて、ひどいわね」

「ああ。だからこそ、これを機に内部を綺麗にする必要がある」

　そう言ったギルテスの瞳には強い意志が滲んでいる。

「そんなの、管理職の仕事でしょう？　あなたは街の司祭なのに立派すぎるわ」

　エーナはそう言いながらも彼の気持ちがわかってしまった。なにせ、エーナは困った人を見捨てておけない。自分にできることがあれば、やりたくなる。

　ギルテスとて人身売買を見て見ぬ振りすれば平穏に暮らせただろうに、わざわざ危険を冒してまで王都まで密告に行くなんて、善人にもほどがある。彼も弱者を見捨てておけないのだろう。

　そして、今の話を聞いたエーナは彼の力になりたいと思った。

「とりあえず、性欲をあなたに戻さないといけないから数日はここに滞在してもらうけど、その後も協力してあげるわ。王都まで行くのに男一人旅よりも男女カップルのほうが目立たないでしょう。証拠とやらも私の魔法空間に入れてあげる」

「……！　しかし、それでは君を危険に巻きこんでしまう」

「乗りかかった船だもの、最後まで面倒を見てあげるわ。聖職者の腐敗なんてどうでもいいけど、人身売買はなくなったほうがいいと私も思ってるし」

　港街でなにかしらの商売をしているなら、人身売買の話は耳にしたことがある。反吐が出るようなろくでもない内容ばかりだ。

　犯罪組織は必要悪の部分もあるけれど、人身売買に至っては違う。あんなものなくなったほうがいい。

「大きな仕事を終えたばかりで次の仕事はまだ先なの。時間はあるし、最後まで付き合うわよ。王都には行き慣れているから色々なルートを知ってるわ。……まあ、あなたが私を信用できればの話だけど」

「……本当にいいのか？」

　ギルテスの瞳が揺れた。

　もしかしたら、彼一人では王都までたどり着くのは無理だと感じていたのかもしれない。肝心な証拠を完璧に隠せるエーナは心強い存在だろう。

「いいわよ。魔法のおかげで楽してお金を稼いでいるんだもの、たまには人の役に立つことをしないと」

「ありがとう！」

　彼がエーナの手をぎゅっと握りしめてくる。その手の大きさと温もりに密かに心が揺れてしまった。





　　　◆　　◆　　◆　　◆






　ギルテスが目覚めた翌日、エーナは早起きして朝市に向かった。獲れたばかりの魚が売られていて、漁から戻った漁師向けの出店もたくさん並んでいる。

　王都の朝市とは違い、夕方にはもう眠りにつく漁師のために食べ物から生活用品まで様々なものが売られていた。

　まずエーナは男娼を買う。

「一週間も？　今まで男娼を買うことはなかったのに、どういう風の吹き回しだい？」

　娼館の主はエーナが稼いでいるのは知っている。その気になれば娼館にいるすべての男娼を侍らせ、豪遊することも可能だ。

　それでも、エーナが今まで一度も男娼を買ったことがないので驚いているようだ。

「大きい仕事が終わったばかりで、なんかムラムラしちゃって、思いきり発散したい気分なの」

「あー、突然そういう気分になる時があるよな。ま、うちの男たちを選んでおけば間違いない。楽しんでくれよな！」

「ふふっ、ありがとう」

　エーナは褐色で体格のいい男娼を連れて娼館を出た。……そう、ギルテスと同じくらいの背格好をしている男だ。

　色事は夜だけではない。当然、朝営業している娼館もあり、娼婦だけでなく男娼もいる。男娼も線が細くて女性らしさのある者から、今エーナが連れているような雄の匂いがぷんぷんする男らしい者まで選びたい放題だ。

　エーナは体躯のいい男娼と腕を組みながら服を選び、あからさまに二人分とわかる食料を買った。一緒にいるのが男娼だということは商人たちはみんなわかっていて、「これからお楽しみかな？」と下世話な言葉を投げかけてくる。

　彼らの印象に強く残るのはエーナとしても願ったり叶ったりだ。なるべく多くの人に目撃されるように大通りを歩いたし、買い物にも時間をかけている。

　さらに、わざわざ精力増強剤まで買った。しかも一回分ではなく十回分だ。この類いのものをエーナが買うのは初めてなので、店主は妙ににやにやしていた。

　必要なものを買い終わったエーナは屋敷へと戻った。買いすぎたけれど男娼がすべて荷物を持ってくれる。さすが筋肉がついているだけある。

　屋敷に入り荷物を下ろしてもらうとエーナは金を出した。突然目の前に大金を出されて男娼は驚いている。

「あの、これは……」

　男娼が怯んだ。なにもしないうちに金を出されたので、とんでもない行為を要求されると思ったのだろう。

「あなた、ププゼの出身よね？　今から一週間、里帰りして身を隠してくれない？」

　エーナが選んだ男娼はここから半日かかる田舎町ププゼの出身だった。

　彼は七人兄弟の長男で、弟妹たちのために港街まで出稼ぎにきているらしい。本当はその恵まれた体躯を活かして船乗りになるつもりが、船酔いがひどく働けなかったようだ。実際に乗ってみるまで自分が船酔いする体質だと知らなかったとのことで、意気揚々と港街に来た彼は途方に暮れた。

　そんな彼に救いの手を差し伸べたのが娼館の主だった。この街で男娼はかなり稼げる。彼は弟妹に職業を秘密にし、稼いだ金のほとんどを仕送りしていた。

　──そんな個人情報が運び屋のエーナにまで筒抜けなのが港街の怖いところだ。悲惨すぎず、裏社会にも関わりがなく、ちょうどいい程度の噂話が皆大好きなのである。

　エーナが彼を選んだ一番の理由は外見だが、彼の事情も関係していた。

「待ってください。一週間分もの大金を払ったのに、なにもしなくていいのですか？」

「ええ、ちょっと理由があってね。誰にも見つからないようにププゼに帰ってほしいの。そして、一週間は私と一緒にいたことにして。これはその代金よ」

　エーナは彼の手に大金を握らせる。

「あの娼館は忙しくて、なかなか休みがもらえないでしょう？　たまには弟さんたちに顔を見せてあげなさい」

「……！　ありがとうございます！　一週間、この屋敷でエーナさんとずっと一緒にいたことにします」

　彼は深々と頭を下げた。

　この男娼もエーナが善意で提案しているわけではないと気付いている。だからこそ、対価として大金を受け取った。

　これで取り引き成立だ。彼は約束を違えないだろう。

　なにせ、エーナは「弟さんたちに」と口にしている。その言葉は「家族がいることを把握している」という意味を含んでいた。もし裏切ろうものなら彼の大切な家族に報復をされると考えるはず。エーナはそうできるだけの金があるし、汚い世界を見ている港街の男娼ならすぐに思いつくだろう。

　実際のところエーナは報復をするような性格でないけれど、あえてそう思わせる言葉を選んだ。これも処世術である。

　ともあれ、金を受け取った男娼を裏口に案内して見送る。様々な経験をしている男娼なら、人目につかない道を選ぶのはエーナより上手いだろう。彼は誰の目にもつかず故郷に戻れるはずだ。

（これで、ひと仕事終わったわね）

　エーナはふうっと大きく息を吐き、先程購入した男物の服を持って二階へと上がる。

　客間の扉をノックしてから入室すると、バスローブ姿のギルテスが微妙な表情で椅子に座っていた。絶対に部屋から出ないように伝えていたから、約束を守ってくれたのだろう。

「お待たせ。服を買ってきたわよ。さすがに、いつまでもその姿じゃいられないでしょうから」

「……ありがとう」

　彼は礼を言うもののどこか歯切れが悪い。

「どうしたの？　体調でも悪い？」

「違う。……実は窓から外の様子を窺っていた。先程一緒にいた男は君の恋人か？　だとしたら、私はなんてことを……」

　どうやらギルテスは勘違いして自己嫌悪に陥っているようだ。エーナは処女ではなかったし、腕を組んで仲よさげに歩いていた男を恋人と勘違いしてもおかしくはない。

「違うわよ。あれは男娼」

「だ、男娼？　私では足りないくらい性欲を持て余しているのかっ？」

　彼は慌てたように立ち上がった。今すぐにでもエーナを押し倒しそうな気迫を感じて慌てて否定する。

「ちーがーう！　私が大きな男物の服を買ったり、一人で食べるには多すぎる食料を買ったりしたら怪しいでしょう？　そんなの、誰か男を匿っていると言っているようなものだわ。だから、あえて男娼を買って見せつけるように歩いて、買い物して、ここに戻ってきたのよ」

　ギルテスを追っている男たちは、当然この港街でも捜索をするはずだ。

　エーナが男を匿っている確率が高い──そんな情報は簡単に入手できるだろう。だからエーナは男物の服を買っても食料を買いこんでも、誰からもおかしく思われない状況を作り上げたのだ。

　それが先程の男娼である。

　彼は事情を商売人たちに知られているくらいに有名だし、褐色の肌はとても目立つ。ギルテスと男娼とでは体格がいいことしか共通点がなく、エーナが一緒にいたのは男娼だと強く印象づけたはずだ。

　しかも、男娼を買ったことがないエーナが一週間分の金を払って連れ帰ったのだ。これは酒のネタとして面白おかしく噂されるだろうし、この屋敷に邪魔しに来る無粋な者はいないと思う。

「……という考えで、男娼を連れ帰ってきたのよ。まあ、今頃彼は自分の生まれ故郷に向かっているだろうけど」

　エーナが説明をすると、ギルテスは頭を抱えた。

「男娼を一週間分？　しかも、さらに金を渡して帰らせた？　この服だって質がいい。君は一体いくら使ったというのだ」

　質素倹約が身についている聖職者には信じられない額だろう。それでも、エーナにとっては一回分の仕事でまかなえる程度だ。

「この私が男娼に買い与える服なのよ？　安物なんて買えないわ」

「君はどうしてここまでしてくれるんだ？」

　彼は納得いかない表情を浮かべている。本当にわからないのだ。だからエーナは教えてあげる。

「深い意味なんてないわよ。私はそうしても困らないだけのお金があるし、人身売買の被害者がいなくなればいいと思ってる。もちろん、私は世の悪事のすべてをなくそうと能動的に動くような善人じゃないわ。今回はたまたまあなたに関わったから、できる範囲のことをしているだけよ」

「深い意味がない？」

「ええ、別に見返りも求めてないわ。私は空間魔法のおかげで自分が恵まれていると思ってる。強いて言えば、それを世の中に還元しているだけのことよね」

「……」

　エーナの言葉を聞いたギルテスはぽかんと口を開けていた。

「なによその顔」

「いや……実は聖職者にも欲深い者が多い。神に祈りを捧げる者だって、ほとんどが見返りを要求している。君のような人は珍しいから驚いていただけだ」

「ふーん」

「君に出会えたのは、神が奇跡を起こしてくれたからかもしれない」

　彼は両手を組み目を閉じた。司祭が祈る時の所作だ。

「き、奇跡ってそんな大げさな。それより、ほら！　早く着替えて！」

　気恥ずかしくなり彼を急かす。それ以降、彼のエーナを見る眼差しが優しいものへと変わった。





　　　◆　　◆　　◆　　◆






　──ギルテスが目覚めてから三日が経過した。

　あれから昼夜問わず、獣のように彼と交わっている。つい先程なんて、後ろからいきなり抱きつかれて「いいか？」と耳元で囁かれ、スカートをめくられて立ったまま貫かれた。

　性欲は順調に返し終わっていて、あと何回かで終わりそうな感じがした。もっと長くかかると考えていたものの、一日にする回数が多いせいで予想より早いのだ。

（本当に絶倫すぎるわ）

　時刻は午後三時。広い屋敷の中にある談話室で、エーナはソファに腰掛けてぼうっとしていた。大きな屋敷にはあって当然だというので作っただけの部屋だから、普段はほとんど使わず埃っぽい。しかし、今は見違えるほど綺麗である。

　なんと、ギルテスが屋敷中を掃除してくれた。しかも、壊れた家具もすべて修理してくれている。

　エーナは「壊れたら新しいのを買えばいい」という考えだ。金を持っており、節約を考えないからこその思考かもしれない。

　そんなエーナの考えをギルテスは否定することはなかった。「壊れたものを安く売り、新しいものを買うことで経済を回しているのだな」と認めてくれた上で、「ただ、私が直せるので任せてくれ」となにからなにまで修理してしまったのだ。

　彼に直された家具を見て、エーナはそれを使っていた時のことを思い出した。そこには確かに思い入れがあったのである。

　埃っぽくて冷たかった談話室も、今はいい雰囲気だ。この部屋に入り浸ることになるなんて、今までの自分では考えられない。それくらい心地よく感じている。

　そして、この談話室だけではなく屋敷中がそうなった。

　ギルテスが丹念に掃除し、老朽化した品を手入れしている姿を見ていたからかもしれない。金で雇って事務的に掃除していく者たちとは明らかに違っていた。

（自分の家をこんなに心地よく感じるなんて、いつぶりかしら？）

　頬杖をつきながらぼんやりと考える。

　ふと脳裏にかつての恋人の姿がよぎり、ぶんぶんと首を横に振った。恋人の記憶をかき消したくてギルテスのことを考える。

　彼の裸を見るたび司祭とは思えないほどの筋肉に惚れ惚れしてしまう。港街には筋骨隆々の漁師も多く、夏には上半身裸のまま歩く姿を見慣れているけれど、それでもギルテスの身体は均衡が取れていて美しかった。

　それに、司祭だからか知的な雰囲気を持ち合わせているのもいい。話しかたも非常に穏やかだ。

　そんな彼だけれども、肌を合わせる時に整った顔に汗が滲む様子は扇情的だ。齢三十にして初めて色事を覚えた彼は快楽に夢中のようである。余裕のない表情で必死に腰を振る姿を見ると、彼のほうが年上なのにかわいく思えてしまう。

（……あっ）

　情事について思い出していると、下腹部が熱くなった。途端に性的衝動がこみ上げてくる。強すぎる性欲はまだエーナの中に残っているのだ。

（昨日まではムラっとしたらすぐに抱かれたくなったけど、今は我慢できそう）

　性欲を順調に返せていると実感する。

　そして、エーナは下腹部に手を伸ばした。

「……んっ」

　甘い声が唇から零れる。

　抱かれずとも我慢できるが発散はしたい。なにもしなければ、ずっと悶々としてしまいそうだ。

　今目の前にギルテスがいたら襲いかかっていたと思うけれど、一人でもなんとかできそうな程度である。だからエーナは手っ取り早く自分で処理しようとした。

「はぁ……っ、ん」

　下着の横から指を差しこめば、そこはすでに熱く潤っている。

　今までも、ごくたまに性的欲求が強くなる日があった。かといって男娼を買うことはなかったし自慰まですることも滅多にない。

　しかしギルテスの性欲があるせいで我慢できなかった。ここ数日、さんざん大きすぎるものに貫かれて柔らかくなっている場所を指で刺激する。

「んぅ……」

　身体が敏感になった気がする。肌を重ねれば重ねるほど、慣れるどころかエーナの中はより細かく刺激を拾い上げるようになった。

　エーナは目を閉じてギルテスを妄想する。

　差しこんだ指は男性器に比べたら遙かに細い。それでも、雁首の段差に引っかかれると気持ちいい部分を指先で擦れば、じわりと快楽が拡がった。

　さらに、音まで思い出す。

　彼のものが大きすぎるからか、抽挿されると「ぐぽっ」と大きな音がした。正直なところ、元恋人との交わりでは一回も聞かなかった音なので驚いている。

　その独特な音がとてもいやらしくて、ギルテスの荒い吐息と混じると興奮した。エーナは自らの中を弄りながら、脳裏に音を蘇らせる。

　ギルテスの欲望に濡れた眼差しを思い浮かべつつ、激しく指を動かした。彼に触れられる時とは違い「くちゃり」という大人しい水音しかしない。それでも満足していたけれど……。

「なに一人で楽しんでいるんだ？」

　耳孔に滑りこんできた低い声に、エーナは驚いて目を開けた。自慰に夢中になったせいで気付かなかったけれど、いつの間にかギルテスが談話室に入ってきたみたいだ。

「な、なんで……」

　いたずらが見つかった子供みたいにエーナは狼狽える。

「たまたま通りかかったら、悩ましげな声が聞こえてきてな。もしやと思い覗いてみたら……まったく、私を呼べばいいものを。たくさん交わる必要があるというのに、一人で済ませている余裕があるのか？」

　ギルテスはそう言うと床に膝をついた。エーナが座っているのは海外製の背が高いソファなので、エーナの腰が彼の顔の高さと同じ位置になる。

　すぐに脱げるように、下着は紐で結ぶタイプのものを使用していた。長い指で紐を解かれて、面積の少ない布が取り払われていく。

　彼が顔を寄せてきた。まだ挿入したままの指ごと秘処を舐められる。

「ああっ！」

　決して一人では得ることのできない刺激に腰が震えた。ざらついた舌で粘膜を舐められると腹の奥が疼く。

「や……っ、ああ……！」

　花弁に手を添えられて左右に割り開かれた。そのはずみでエーナの指が抜ける。自分で弄っていたせいで赤くほてった内側の部分を見られてしまった。

　しっかりと拡げたまま彼の舌が挿入される。

「んうっ！」

　愛液で顔を濡らしながら、彼はエーナの大切な部分を舐めしゃぶった。とても気持ちいいのに、舌では届かない奥の部分が切なくなってくる。

「ギルテス……、もう……」

　自分で弄っていたし数時間前にしたばかりなので、蜜口は男性を受け入れられるほど柔らかくなっていた。ギルテスは顔を離すと前をくつろげる。勢いよく飛び出てきた怒張にエーナはごくりと喉を鳴らした。

　彼のものは何度見ても大きいし、迫力がある。また貫かれるのかと思うと秘裂が期待にわなないた。

　ギルテスはソファの背もたれに手を当て、座面に片足を乗せる。興奮したように息を荒らげる彼の体重を受けて、ソファが軽く沈んだ。彼と向かい合うようにして座っているエーナは、近づいてくる怒張に腰の角度を自ら合わせる。そんなエーナの様子を見て彼は嬉しそうに口角を上げた。

　入り口に亀頭が触れた瞬間、胸が高鳴る。

「あ……っ、あっ、あぁ──！」

　みちみちと蜜孔を拡げながら彼のものが入ってきた。最初はゆっくりとした動きだ。

「ン……っ。何度もしているのに、どうしてこんなに狭いんだ……」

　ギルテスの頬が上気する。そして、腰が密着した。

　彼は片手を背もたれに置いたまま、もう片手をエーナの腰に添える。そして動きはじめた。

　激しく抽挿されると、やはりあの淫猥な「ぐぽっ」という音がする。

「んあっ！　あうっ、んっ、はぁ……ん」

　はしたない音を奏でながら、エーナの中が蹂躙されていく。

　色々な体勢で彼と交わったけれど、座ったまま受け入れるのは初めてだ。背もたれと分厚い身体に挟まれる圧迫感も心地よい。

　穿たれるたび、最奥がきゅんと疼いた。

「ク……、だからっ、奥でキスするのは……やめてくれと言っただろう。はぁっ……すぐに出てしまう」

「そんなこと言われても、んうっ、深い場所を突かれたら、こうなっちゃうの……っ！」

　奥でキスをしているつもりはないけれど、深い場所が彼の亀頭に吸いつくらしい。

「そ、そうなのか……？　この奥の上のほうにある、ン、突起がまとわりついてくるのも、わざとではないのか？」

「ち、違う……っ。そんなの意識してないっ、あっ、んうっ」

「はぁっ、は……、もしや、自然とこうなってしまうということか？　無意識に私を惑わせるなど……ンっ、本当に、君という人は……」

　熱い吐息を吐いていた唇がエーナのそれを覆う。すっかりキスにも慣れたようで、手練れのような舌遣いだ。今ではエーナのほうが翻弄されてしまう。

「んむっ……んっ、はぁ……！」

　混じりあった唾液が唇の端から溢れて顎を伝う。舌を絡めあっている間も彼の腰は止まらなかった。ぐぽっという音が絶えず耳を犯してくる。

（毎日快楽漬けで、頭がおかしくなりそう。……って……）

　ふと、エーナは一点に熱が籠もるのを感じた。独特の感覚は尿意に似ている。

「はぁ……んむ、待ってぇ……止まって……ああっ」

　キスをしながら必死で懇願する。

「どうした？　この体勢だと腰が痛むか？」

　彼はすぐに動きを止めてくれた。心配そうに顔を覗きこんでくるけれど、互いの唇を糸が紡いでいて、非常に扇情的な光景である。

「痛くはないの。あの……、このままだと、出ちゃいそうで……」

「出る？　精液のようなものが女性にもあるのか？」

「ええ。だから、少し休憩させて……っ、んあっ！」

　再び大きく穿たれて、エーナは背筋を仰け反らせる。

「出してくれ」

「だ、駄目っ、恥ずかしい。それに、あなたを濡らしちゃうからぁ……っ、んう、ん」

「お互い様だろう。私だって、君の中を濡らしまくっている」

「それとこれとは話が違……んあっ、あ！　激しくしないでっ、ひあっ」

　言葉では制止するけれどエーナの中はねだるように彼をしめつけている。

「見てみたい。出してくれ」

　大きな亀頭で最奥を容赦なく穿たれる。快楽が乗算され、どんどん高みへと押し上げられていった。

　下腹部が異様なほどに熱く、そろそろ決壊しそうである。

「あうっ！　出ちゃう……出ちゃうの……っ」

　エーナの声が震えると、それに触発されたかのように雄杭の質量が増す。

　みちりと媚肉を拡げられる感覚が決め手となった。結合部から透明な液体が吹き、彼の腰の動きに合わせて飛び散った。ギルテスの服に濃い染みが拡がっていく。

「やぁ……っ」

　高みに押し上げられ、一瞬だけ視界が真っ白になる。

　潮吹きという現象は知っていたけれど、経験するのは初めてだ。粗相しているみたいで恥ずかしい。

（……というか、これ、漏らしているように見えるんじゃ……）

　ギルテスの性知識は浅い。なにせ、ちょっと前に初体験を済ませたばかりなのだ。この現象がなんなのか想像もつかないだろう。

　萎えてしまうのではないかと思い彼の顔を伺えば、興奮したように目が爛々としている。

「はぁ……っ、エーナ。君は、どれだけ私を翻弄すれば気が済むんだ？　こんな、こんなの……っ、ン、かわいすぎて、痛いほど興奮する……！」

　彼の腰の動きがいっそう激しくなる。打ちつけられるたびに潮を放ってしまい、彼を濡らしてしまった。

　昂ぶったままの彼はエーナの唇を貪ってくる。

「んむ……っ、んう」

　舌を動かす元気すらない。エーナの身体はすべてギルテスのいいようにされている。

　それでも、嫌ではなかった。頭の天辺から足の指先まで、全身が快楽に包まれている。

「こんなの……初めて……っ」

　キスの合間に呟けば、エーナの中で彼の怒張が跳ねた。最奥に熱液を叩きつけられる。

「あっ、あぁ──」

「エーナ、エーナ……！」

　彼は吐精しながら名前を呼ぶ、まるで恋人のように愛おしげな響きだ。出会ったばかりの他人だというのに、勘違いしてしまいそうになる。

　頭の中では冷静に分析しようとしていても、自分の名前を呼ぶ声に身体が嬉しそうに反応して絶頂を迎えた。

「エーナ！」

　彼は感極まると、何度も名前を呼んでくる。そのたびに胸の奥が疼いて、エーナの心の中に彼の存在が食いこんでくる感覚がした。







第三章「過去の恋人」








　ギルテスが目覚めてから四日目の朝を迎えた。

　昨夜、談話室のソファで交わった後はベッドに移動して前から後ろから貫かれた。

　これだけずっと性交をしていると身体に無理がきそうなものだが、これは彼の性欲を返す方法であり、魔法の副産物だ。魔法の不思議な力が働いているのか、エーナの身体が傷ついたり痛んだりすることはなかった。

（おそらく、今日で性欲を全部返せるわね。そしたら、明日にでも出発しようかしら？）

　朝食の後にギルテスが淹れてくれた紅茶を飲みながら、ぼんやりと考える。

　せめてもの恩返しがしたいと、彼は屋敷の掃除や家具の修繕だけでなく料理もすべて作ってくれた。教会ではなんでも自分たちでするのが基本なので、彼の料理の腕はなかなかのものである。

　彼は「こんなに自由に調味料を使っていいのか？」と感動しながら料理していた。教会の食事は基本的に薄味なようで、「塩加減がわからず失敗するのでは？」というエーナの心配をよそに、毎食美味しい料理を提供してくれる。

　この数日でエーナはすっかり胃袋を掴まれてしまった。

（……というか、ギルテスと一緒にいるととても楽なのよね）

　肌を重ねている以外の時間は、ギルテスがなんでもしてくれる。面倒くさがりなエーナはすべて金で解決すればいいと、部屋が汚れれば掃除人を呼び、腹が減れば外食していたので、家から出ないことがこんなにも楽だということを初めて知った。

　好きなだけぐうたらして甘やかされ、ムラムラしたら彼と肌を重ねるだけの毎日。人間の三大欲求が最大限に満たされている。

（恋人がいた時は、私ばかりが気を遣って安らげなかったな……）

　ふと、昔のことを思い出してしまった。

　比べるのは失礼だし、そもそもギルテスは恋人ですらない。それでも誰かと一緒に暮らす大変さを知っているからこそ、この生活が素晴らしく思えてしまう。

（まあ、それもあと少しで終わりなんだけど）

　そう思うと、胸の奥がちくりと痛んだ。

「……？」

　エーナは小首を傾げる。

　別れの瞬間は寂しい。それは誰に対しても同じである。

　ただ、寂しい以外の感情がある気がしてならない。

（この気持ちは、まさか……）

　知りたくないし、気付かないまま彼を王都まで送り届けたい。

　そう思いながら紅茶を飲んでいると、対面にギルテスが座った。食器を洗い終わった彼は自分の紅茶も淹れたらしい。彼の持っているのはエーナの使っているカップと揃いのデザインだった。

　彼はカップを見比べながら聞いてくる。

「このカップもそうだが、この家の食器は揃いで二つずつあるのだな。誰かと一緒に住んでいたのか？」

「そうね。昔、恋人がいた時に揃えたのよ」

　今使っているのはどこからどう見ても恋人たちが好みそうなペアカップだし、別に隠すことはない。エーナは堂々と答えた。

「恋人……そうだな、君は初めてではなかった。その……差し支えなければ、過去にいた恋人の数を教えてもらっても？」

「まるで私が遊んでたみたいな聞きかたしないでよ。私が付き合ったのも、身体を許したのも一人だけだわ」

　むっとしながらも正直に伝える。すると、驚いたようにギルテスが目を瞠った。

「すまない、侮辱したつもりはなかった。君はとても魅力的だから、男たちが放っておくはずがない。だから、過去に多くの恋人がいたのだろうと勝手に思いこんでしまった」

「魅力的って……」

　率直に褒められると気恥ずかしくなってしまう。

「まあ、確かにモテたけどみんな私の魔法か財産目当てよ。それが透けて見えるから恋人なんて作らなかっただけ」

「なるほど。では、どうして一人だけ付き合ったんだ？　君が選んだその一人の話を聞きたい。……よければ、別れてしまった理由も」

　かなり真剣な表情で聞いてくるので、エーナは驚いてしまった。

「聖職者なのに俗っぽい話題に興味を持つのね」

「司祭の資格はもうない」

　そう言いきられてエーナは苦笑した。確かに今の彼は聖職者かといえば微妙な立場である。

（家の中から出られないし、なにか面白い話でも聞きたいのかしらね）

　どうせ暇だからとエーナは話すことにした。

「二年くらい前、この国の第二王子がご結婚なさったでしょう？」

「友好国の姫様の輿入れがあったな。挙式にあたり、各地の司祭が王都に動員されたので覚えている」

　王族の結婚式は大がかりなものになる。その準備をするのには神聖な聖職者が相応しいとされ、王族の結婚のたびに国中の聖職者が集められると聞いていた。彼も例に漏れず、招集されたのだろう。

「その友好国が海の向こうの国だから、船で来るわけ。王族用の立派な船で、あちらの陸軍とか海軍まで乗ってるし、せっかく大きい船を動かすのだからと商人たちも一緒に乗ってきてたわ。あの時の港街はとても賑やかだったわね」

　一時的に人口が増え、活気があった様子を思い出し懐かしさに目を細める。

「姫様がこの国に来ても、実際に結婚するまで半年かかるでしょう？」

「ああ。この国の王子妃になるための教育期間もあるし、様々な儀式も行う」

　ギルテスは頷いた。国によっては他国から妃を迎えたらすぐに結婚するようだが、この国は違う。かなり時間をかけて準備するのだ。

　当然、その期間中に妃に迎えるに相応しくないと決め打つこともあるし、妃側が「この国に嫁ぎたくない」と判断する可能性もある。

　そうなった場合に王族をすぐに自国に連れて帰れるよう、船は半年間ずっと待機しているのだ。どれだけの費用がかかっているのか富裕層であるエーナですら考えるのが恐ろしいし、さすが王族の輿入れは規模が違うと感心してしまう。

「その半年間は船がここに滞在するわけだけど、海軍は王都についていかないでここに残ったわ。いつでも船を動かせる状態にしておかないといけないし、万が一近くに海賊が現れようものなら戦いに行くわけだし。まあ、実際の海軍たちは港街で暇を持て余していたのだけれど」

　海の上ならともかく、他国の港街では大人しくしている必要がある。港街の商人たちにしてみれば、海軍たちはいい商売相手だ。わざわざサーカスや劇団まで喚び寄せて余興を提供し、かなり儲けた者もいる。

　そんな中、エーナはこの国の王族から友好国への貢ぎ物を運ぶという重要な仕事を請け負っていた。まだ結婚は確定していないけれど、たとえ破談になっても友好な関係でいたいという現れである。

　船の中に荷物を運びこむ必要があったので、エーナは海軍にお願いして案内してもらった。当然、エーナが変なことをしないように見張りの意味も含まれている。

「……その時に担当してくれたのが、かつての恋人のケインよ。彼は私にとってもよくしてくれてね。海軍でもなかなかの立場の人だったみたいで、とても余裕があって、私の空間魔法とかお金にもまったく興味がなさそうだった。……そこに惹かれたの」

　自分に言い寄ってくる男たちの浅ましさに辟易していたエーナにとって、ケインは新鮮に思えた。仕事の後も何回か街中で遭遇し、彼に惹かれていき、付き合うようになったのである。

「ケインは私の持っているものではなく、私自身を見てくれた。彼と一緒にいると嬉しくて……。海軍は普通船で生活してるんだけど、彼はしょっちゅうここに泊まりに来ていたわ。この食器もその時に揃えたのよ」

　エーナは手元のカップに視線を落とす。

　そんなエーナをギルテスは静かに見つめていた。

「でも、殿下と姫様が無事に結婚して、船は帰ることになったわ。その時ケインに一緒に来てくれって……結婚してくれってプロポーズされたの」

　求婚された時、エーナは嬉しかった。期間限定の関係ではなく、伴侶として一生一緒にいたいと思ってくれていたのだ。

「あの時は友好国の海軍や商人と恋仲になる娘も多くてね。何人かはプロポーズを受け入れて、船に乗って移住したみたい」

「なるほど。君はなぜ行かなかったのか？　好きだったんだろう？」

「当然、ケインを好きだった。結婚したかった。でも、私はこの港街での生活を捨てられなかったのよ。この屋敷だって私が稼いだお金で建てたの。それに、私の魔法は港街に必要とされてる。空間魔法の使い手なんて、そうそう見つからないのよ。商人たちが困ってしまうわ」

　エーナは苦笑いを浮かべる。

　好きだという気持ちだけでは今の生活を手放せなかった。友好国に移住してケインと結婚したとしても、自分がいなくなった後の港街を考えて憂鬱になっただろう。せめて自分の他にも空間魔法の使い手がいればよかったが、残念ながらいない。

　エーナがいなくなれば高価かつ繊細なものの流通が滞り、商人たちは痛手を負う。港街の商人連中には数えきれないほど世話になったから、働くことで恩返ししたかった。

　もしエーナが海軍の男と結婚したいから国を出ると言ったら、残念がられても皆送り出してくれただろう。それがわかっているから、余計に商人たちを捨てられない。

　それに、この港街には愛着がある。

　夜になり住民が寝静まると急に大きく聞こえる波の音に、海を燃やすような美しい朝焼け。慣れてしまって普段は気がつかないけれど、仕事でしばらく街を出てから戻ってくると強く感じる潮の香り。

　そういった「当たり前の日常」をエーナは気に入っていて、別の場所に住んだら物足りなく感じてしまいそうだ。

「私は自分の恋心とここでの生活を秤にかけて、後者を選んだ。嫌いあって別れたわけじゃないからつらかったけど、後悔はしてないわ」

　エーナははっきりと言いきる。

　確かに船が出た後、しばらくは胸が苦しかった。一緒に寝ていたベッドがやけに広く思えたし寂しかった。

「ついていけばよかったとは一度も思わなかったのよ。本当に好きだったけれど……きっと、その程度の恋だったのね」

「……そうか。聞かせてくれてありがとう」

　ギルテスが微笑む。あまりにも柔らかくて穏やかな表情にエーナがどきりとすると、来客を知らせる鐘の音が聞こえた。

　普通なら使用人が玄関前に待機している規模の屋敷である。しかしエーナは一人暮らしなので、客が来たらすぐわかる仕組みを作っていた。

　玄関の外に紐がつり下がっており、それを引くと屋敷の内側にある鐘が鳴るのだ。屋敷内に音は響くが外にはあまり聞こえない仕様で、近所迷惑にもならない。家を建てた職人が工夫してくれたのだ。

　ともあれ、その鐘が鳴った。エーナとギルテスは顔を見合わせる。

「二階に行って！」

　小声で、しかし強い語気で彼に伝える。彼も囁くように答えた。

「わかった」

　ギルテスを隠してエーナは玄関へと向かう。一体誰が来たというのか。

（私が男娼とお楽しみだという噂は広まっているはず。邪魔しに来るような無粋な知り合いなんていない）

　商人連中の噂話の広まる速度をエーナは信頼していた。どんな噂が商売に繋がるかわからず、それを判断するのが各々なので、とりあえず面白そうな話は商人たちで共有する。噂をただの娯楽として消費するのではなく、商売の種として彼らは見ているのだ。

　そして、今なら急ぎの仕事が入ることもないと予想している。

（一体誰なの？）

　疑問に思いながら扉を開ければ、そこに立っていた人物の姿を見てエーナは絶句した。

「久しぶり、エーナ。元気だったか？」

　日焼けした肌は小麦色で、この国では珍しい銀の髪が風になびいている。異国風の服を身に纏ったその男性は、エーナのかつての恋人であった。

「ケイン……」

　エーナは彼の名前を呼んで呆然と立ちつくす。まさか話題にしていた相手が目の前に現れるなんて予想もしていなかった。

「ど、どうしてこの国にいるの？　あなたの国の船が来るなんて話、聞いてないわよ」

　そんな噂があれば、当然エーナの耳にも入ってくるはずだ。

「海賊討伐をしていたら怪我人が出てね。陸で治療する必要があり、位置的にこの国が近かったから寄港した。そんなことより、少し話があるんだ。中に入ってもいいか？」

　そう言ってケインは返事も聞かずに勝手に家の中に足を踏み入れる。

「待って。入っていいなんて言ってないわよ」

「二年ぶりの再会なんだし、そう冷たくするなよ。それに、話があると言っただろう？　立ち話ではなく、落ち着いて会話させてくれ」

「ちょっと……」

　彼は一直線に大部屋に向かう。そのテーブルの上にはエーナのカップと、もうひとつ揃いのものが置いてあった。まだ湯気が立っている。

「……誰かいるのか？」

　ケインは眉をひそめた。軍人だから洞察力も鋭いのだろう。

「あなたには関係ないでしょ」

「男か？」

　どう答えるべきかエーナは迷う。しかし、ケインを家から追い出すには恋人がいるふりをしたほうがいいだろう。

（ケインから情報が漏れることはないと思うけど、念のためにギルテスのことは隠したい。とにかく、すぐに出ていってもらわないと）

　そう判断したエーナははっきりと伝える。

「あなたと別れて二年も経ったのよ。恋人がいても当然じゃない？　責められる筋合いはないわ」

「……確かにそうだな。俺はお前と別れてから他の女を好きになることはなかったし、手を出すこともなかった。この二年間で俺にはお前だけだと思い知ったが、それをエーナにも求める権利はない。……今のところはな」

　ケインは真剣な表情で伝えてきた。エーナは絶句する。

（この人、二年も私を思いつづけていたってこと……？）

　エーナも彼と別れた直後はつらかったけれど、せいぜい最初の三ヶ月ぐらいだ。普通に生活していれば過去の恋人なんて時間が経つにつれて忘れていくのではないだろうか？

　しかも、ケインは海軍の中でもそれなりの立場についているし、顔も性格もいい。かなりモテるだろう。

　それなのに、エーナを思いつづけたというのだ。彼は嘘をつくような男ではないので真実だと思う。

（お、重い……）

　彼の気持ちは嬉しいどころか戸惑ってしまう。エーナとて別れてしばらくは引きずっていたけれど、割り切った後は楽しく暮らしていたのだ。そうして過ごしている間も彼は自分のことを思っていたのかとたじろいでいると、ケインは上を見上げる。

「二階にいるのか」

「……っ、なんで」

「困ったように上を見上げた。お前の恋人が上にいるのだろう？　その恋人と話したい」

　階段の場所は当然把握されていて、エーナの制止も聞かずにどんどん進んでいく。

「ま、待って。待ってったら！」

　慌ててついていく。

（ギルテスが上手く隠れてくれるといいけど……って、え？）

　エーナが不安げに二階に視線を向けると、あろうことか、ギルテスのほうから階段を下りてきていた。てっきり二階の客間に隠れていると思っていたのに、なぜ自ら姿を現したのだろうか？

　ギルテスは妙に堂々としていた。

「お前がエーナの恋人か？　俺がいない間、世話になったな」

　ケインが喧嘩腰に言葉を投げかける。

「君はエーナの昔の恋人か？　過去の男が一体なんの用だ？」

　どうやら、彼はこっそりエーナとケインの会話を聞いていたらしい。他国の軍人かつ元恋人なら追っ手とは無関係だと判断して下りてきたのだ。

（質問に質問で返して、上手く答えをはぐらかしたわね）

　もともと聖職者である彼は嘘を好まない。だから恋人だとは答えずに切り返す。

「エーナを迎えに来た。偶然とはいえ俺の乗っていた船がこの国に立ち寄るなんて、運命としか思えない。お前には悪いが、彼女を俺の国に連れて帰る」

「はあ？」

　元恋人の勝手な言い分にエーナは思わず声を上げる。

「なによそれ？　勝手に決めないでよ。ついていかないわよ」

　心から好きだった男だけれども、それは過去のことだ。彼を嫌っているわけではないが、現時点で彼への恋情は残っていない。

「エーナ！」

　ケインはエーナの手を握りしめてくる。

「別れたのは俺の間違いだった。あの時、無理矢理にでも君を連れていけばよかった。俺にはもう君しかいない。絶対に幸せにするから、俺と一緒に来てくれないか？」

　まっすぐな眼差しを向けられて──エーナの心は揺らぐどころか、ただただ困惑しかなかった。どきりともしなかったことに、ケインへの気持ちが微塵も心の中にないのだと改めて思い知る。

「とりあえず離して」

　エーナが手を振りほどこうとするが、軍人の力には敵わない。すると、ギルテスが早足で近づいてきてケインの手をひねり上げた。

　ギルテスもかなり体格がいいので、軍人にも負けない腕力があるようだ。

「なにをする」

　ケインがギルテスを睨みつける。

「それはこちらの台詞だ。大体、エーナしかいないくらいに好きならば、君が自分の地位も国も捨てこの国にくればいいだけの話だろう？　どうしてそれをしない」

　ギルテスはケインの軍服につけられている数々の勲章を指さした。

「君がそれを捨てられないように、彼女にも捨てられないものがある。なぜエーナにだけ捨てさせようとするんだ。本当に愛しているなら、身ひとつでここにくればいいだろう。なにせ、君一人を養えるぐらいの財力が彼女にはある。生活に困ることはない」

「……っ」

　ケインが息を呑んだ。なにも言い返せないのだろう。

「エーナはここでの生活を捨ててまで君についていけないと判断し、君への思いはそれだけのものだったと言っていた。逆もそうだ。君がエーナのためになにも捨てられないのなら、君の思いもその程度のものだったのだろう」

　ギルテスがはっきりと言いきる。

　その言葉がエーナの胸にすっと染み渡っていった。

（そうだ……ケインのほうが捨てるという選択肢もあったんだ）

　二年前はその考えにいたらなかった。今の生活が捨てられないとケインに伝えた時は、好きだったからこそ罪悪感で胸が押しつぶされそうになったのを覚えている。

　嫌いでもないのに別れた過去にもやもやしていたけれど、心の霧が晴れた気がした。

　──自分だけの問題ではない。あれは二人の問題だったのだ。

　ケインはといえば、目から鱗が落ちたように呆然としていた。彼はエーナを従わせることしか考えていなかったのだろう。

　エーナの魔法や財力を気にしていなかったからこそ、港街でのエーナの生活を軽く考えていたのだ。

「反論はあるか？」

　ギルテスが腕を組みながらケインを見据える。少しの沈黙の後、ケインは首を横に振った。そしてエーナに顔を向ける。

「エーナ。……俺は本当に、君を愛していた」

「ありがとう」

　そうとだけ答えた。

　彼の思いは本物だろう。ただ、ギルテスの言うとおり母国や海軍での地位を捨ててまで一緒になるほどの強い思いではなかったのだ。

　ケインは無言で玄関へと向かう。

「……元気で。君の幸せを祈っている」

「ええ。私もあなたに幸せになってほしいわ」

　最後の言葉を交わし、彼は帰っていった。軍人らしい立派な体つきをしているのに、その背中はどこか小さく見える。

　扉を閉めて施錠すると、ギルテスに抱き上げられた。

「え？　どうしたの？」

「どうしたもなにも、君の性欲を私の中に戻さないかぎり王都に行けないだろう？」

　そう言った彼の声にはどこか苛立ちが混じっている。

「待って、今するの？　しかも、なんか怒ってる？」

「怒ってはいない。ただ、面白くないだけだ」

「は？」

　エーナは小首を傾げる。

　元恋人がやってきたものの、ギルテスが怒るようなやりとりではなかったはずだ。彼が機嫌をそこねる理由がない。

　わけがわからないまま、エーナは二階の寝室へと運ばれる。ベッドに横たえさせられると、彼が覆い被さってきた。

「あの男が君の初めての男で、君を抱いたのもあいつだけなんだな？」

「ええ、そうだけど」

「話を聞いた時は特に気にならなかった。君が初めてでないのは最初からわかっていたことだ。でも……実際に君の昔の男を目にしたら、無性に苛ついた」

「は？　なんで……っ、ん！」

　急に顔が近づいてきて唇を重ねられる。荒々しい口づけで、肉厚な舌を強引にねじこまれた。

「んぅ……！」

　この数日で、彼はすっかりキスが上手になった。しっかりとエーナを感じさせる舌遣いだ。舌の根まで強く吸われながら搦められると、腹の奥が熱くなる。

「はぁ……っ」

　唇を貪られながら、あっという間に服を脱がされた。

　そもそも、彼と肌を重ねるのが前提にあるので脱ぎやすい服を着ている。それでも、キスをしながらこんなにも早く裸にされるなんてと驚いてしまった。

　胸が露わになると大きな手で包まれる。エーナの胸はそれなりにあるけれど、彼の手はもっと大きかった。

「……ん！」

　彼の掌の中で柔らかな胸が形を変える。彼はエーナの乳嘴を摘まむと、こりこりと指先で擦りはじめた。甘い痺れが身体に広がっていく。

「んむっ、んっ、ん……！」

　嬌声は彼の唇に飲みこまれる。

　太い指先が乳首を引っ張ってきた。

　実はエーナは押しつぶされるより、こうされるほうが好きだ。口に出して伝えたことはないけれど、ギルテスはエーナの反応で悟ったらしい。

　痛くはない絶妙な力加減で乳首を伸ばされると、腰がじんじんした。足がもがいてしまい、踵がシーツの上を滑る。

「はぁ……っ、んぅ、ん！」

　彼の前戯は丁寧だったけれど、今までこんなに執拗に胸を弄られることはなかった。乳首を捻じられるような指の動きに、エーナは目を瞠る。

（駄目、これ以上されたら……！）

　身体をよじらせて逃げようとしても、余計に胸に刺激を与えるだけだった。どうしようもなく腹の奥が熱くなり、秘裂がぎゅっとする。

「んーっ！」

　胸への刺激でエーナは軽く達してしまった。小刻みに身体が震える。

　すると、彼はようやく乳首を解放してくれた。ずっと指に摘ままれていたそこは硬くなっている。

「気持ちよかったか？」

　最後に指先で優しくはじかれると、再び快楽が身体を突きぬけていった。蜜口から愛液がどろりと溢れる。

「んあっ……」

　胸の先端が痺れるような感覚を訴えていた。もう触れられていないのに、優しい愉悦だけがその場所に残りつづけている。

「エーナ……」

　ギルテスの手はエーナの腰の曲線をなぞると、太腿に触れ、それから膝頭を掴んだ。膝を左右に割られて、熱く潤んだ場所が露わになる。

　秘裂はひくひくと震え、蜜に濡れた桃色の媚肉を自ら覗かせていた。

　昨日も夜遅くまで貫かれていたし、胸への愛撫で身体の準備はできているけれど、彼は秘処に顔を寄せてくる。

「ああっ！」

　大きく開いた口に、秘処がまるごと包まれた。秘裂に舌の表面を押し当てられ、上下に擦られる。秘裂は簡単に左右に割れ、内側の粘膜に舌が届いた。

　彼は一度唇を離すと、今度は舌先を尖らせて花弁をめくり上げてくる。指ではなく、舌で淫唇をめくられるのはどこか恥ずかしくて、その羞恥は余計にエーナを感じさせた。

　どんどん奥から蜜が溢れてとめどなく流れていく。

「ああっ……んぅ、あ」

　どれだけ蜜口が柔らかくとろけても、彼は舐めるのをやめてくれない。それどころか、彼の指がエーナの陰核に触れてきた。しかも、するすると皮を剥いてくる。

「やあっ！　それ、刺激が強いから……っ」

「気持ちいいんだろう？　ほら、赤い真珠が出てきたぞ」

　硬くなった花芯が剥き出しになると唇で挟まれた。しっかりと固定されたまま、舌先で何度もつつかれる。

「あうっ！　はぁ……っ、あっ、ああ！」

　胸への愛撫で達していたからか、次の絶頂も簡単に訪れてしまった。無防備な肉芽を刺激されるたび、潮がぴゅっと吹き出てしまう。

　当然、その潮を彼の顔が受け止めていた。愛液と潮で彼の綺麗な顔がすっかり濡れている。

「待って……！　もう挿れて！」

　このままでは、繋がる前に疲れ果ててしまう。そう判断したエーナは彼に懇願した。

「挿れてほしいか？」

「もちろんよ。準備はもう十分だわ」

　ギルテスは顔を離し、膝立ちになるとぬかるみに先端を押し当てる。ようやく行為が始まると思ったのに、彼は腰を進めなかった。

「なんで焦らすの……？」

　エーナは思わず涙目になる。

「……私を欲しがってくれ」

「え？」

「私の名を呼び、私のものが欲しいと言ってくれ」

　青い瞳がまっすぐにエーナを見ていた。どこか切なそうな眼差しだ。

（もしかして、この人……）

　エーナは思わず息を呑んだ。

　彼とはまだ出会ったばかりで、仕方なく肌を重ねている関係だ。二人の間に恋愛感情はない。

　それなのに、彼はある種の執着心をエーナに抱いてしまったらしい。昔の恋人が現れたことで、彼自身でも気付いていなかった感情が芽生えてしまったのだろうか？

　──今までにエーナが付き合った男性は一人だけ。

　それでも、お金目当ての男が寄ってきたり、酒に酔った知人が肉欲で一回だけの関係を求めてきたりした経験があるから、相手が自分にきちんと好意を抱いているかどうかは判別がつく。

　そして、ギルテスの今の表情はかつてのケインと同じ──否、それ以上のなにかを感じた。

　ぎゅっと胸がしめつけられそうになる。

（そんな顔をされたら、私……）

　エーナは彼に手を伸ばす。

「ギルテス。あなたのものが欲しいの」

　彼の望んだとおりの言葉を紡ぐと一気に腰を進められた。ぐぽっと大きな音がして、最奥まで穿たれる。

「ああっ！」

　奥を押しつぶされ、エーナは高みに押し上げられた。先程までの軽い絶頂とは一線を画した深い官能に襲われる。

　ギルテスは根元まで突き入れたまま腰を動かさず、エーナを抱きしめてきた。

「……！」

　絶頂感に包まれてぼんやりとした意識の中、彼の抱擁で下腹部が甘く痺れる。蜜路が雄杭をしめつけるけれど、それが絶頂の余韻によるものか、それとも抱きしめられて反応してしまったのか、エーナは自分でもわからない。

　ギルテスが顔を寄せてきて、啄むようにキスをされた。

「んっ！」

　深く繋がって抱きしめられたまま、ただただ軽い口づけを交わす。

（こ、これ……やばいかも……）

　激しいことはなにもしていないのに、絶頂感が再び忍び寄ってきた。快楽を逃がそうとしても、内側から外側から彼に触れているすべての部分が悦びを与えてくる。

（逃げられない……！）

　彼の腕の中に閉じこめられたまま、エーナは快楽を極めた。連続で達してしまったことは、彼にも伝わっているだろう。

　ギルテスはエーナの頭を優しく撫でる。

「そんなに気持ちよかったのか？　ん？」

　軽く腰を揺らされると、雁首のくびれが媚肉を引っかいた。

「はぁ……ん」

　エーナの細い腰が跳ねる。

「今、誰によって気持ちよくされているんだ？　きちんと言ってくれ」

　元恋人ケインに敵対心を抱いているのか、それともエーナの中にある男の記憶を上書きしようとしているのか、彼はまたもや己の名前を言わせようとしてきた。

　エーナは空気が読めない女ではない。行為中の相手をわざわざ萎えさせようとは思わないし、こんな風に求められて悪い気はしない。

　エーナとて彼と一緒にいるのが心地よくて惹かれかけていたし、なによりギルテスがケインに言ったことは心を軽くしてくれた。

　だから、ちょっとしたおまけをつける。

「ギルテスに、気持ちよくしてもらってる……っ、ん。……こんな風に感じるのは、初めて」

　初めてというのはあながち嘘ではない。ケインとの行為を不満に思ったことはないけれど、ろくに動かないのに達してしまったのはこれが初めてだ。まさか、抱擁だけで果てるとは。

「エーナ……！」

「ひうっ！」

　身体の中で剛直の質量が増す。隘路がぐっと拡げられた。

「ああ、エーナ……っ、ン、エーナ……！」

　今度は激しく穿たれる。その衝撃で胸がはずむと、さんざん嬲られた先端が勝手に快楽を拾いはじめた。ぴんと尖った乳嘴が上下に揺れる。

「あうっ、んっ、はぁっ……」

　絶頂が止まらない。またもや達して彼のものをしめつければ、雄液が奥深くに叩きつけられた。熱いものがエーナの中を満たしていく。

（あ……性欲が……）

　その時、エーナは自分の中にあった性欲がすべて彼の中に戻っていったのを感じた。これですべてが終わったのである。

「ギルテス、今……っ、ああっ！」

　もう交わる必要はないと伝えようと思ったのに、大量の精液で満たされた秘処を容赦なく穿たれた。

「ああ、気持ちいいんだろう？　ン……、私のもので気持ちよくなっているんだろう？　わかっている。もっと気持ちくしてやろうっ、はぁ……」

　ギルテスは熱に浮かされたような表情をしていて、かなりご機嫌そうだ。凶悪なほど太くて硬いものがエーナの媚肉を容赦なく刺激してくる。

　腰を打ちつけられるたびに潮がしぶいた。

　かぶりをふって、達して、嬌声を上げて、潮を吹いて……快楽に翻弄されたエーナは何度もそれを繰り返す。自分の身体なのに制御できない。すべてはギルテスの思うがままに、好きなようにされてしまう。

「はう、っ、んっ、あっ、ひあっ！」

　エーナはひたすら彼にしがみつく。

　──そのまま彼に抱かれつづけ、抜かれた直後の淫唇はぱっくりと開いたまま白濁を垂れ流した。

　ギルテスはそれを満足そうに眺める。

「ああ……すっかり私の形になったようだな」

　太い指先に淫唇をなぞられて、エーナは何度目かわからない潮を吹いてしまった。







第四章「いざ、王都へ」








　長くしつこい行為の後、エーナはぐったりしながらも彼に性欲を返し終わったことを告げた。

「だから、明日になったら出発しましょう」

「わかった。……しかし、本当に君もついてくるのか？　危険な目に遭うかもしれないぞ？」

「またその話？　行くって決めたのは私よ。危険な目に遭っても空間魔法の使い手だと言えばまず殺されないわ」

　人身売買ならば、どこかの過程で間違いなく犯罪組織が絡んでいるはず。

　エーナの顔が知られているのは港街限定で、他の場所ではそうもいかない。

　だが、万が一襲われても自分の素性を明かせば、利用価値があると判断してもらえるだろう。エーナによって運ばれたなにかしらが間接的に彼らの懐を潤したこともあるに違いない。

　それに、港街の運び屋を始末するのは犯罪組織も避けたいはずだ。港街の商人連中の気性の荒さと残忍さは十分知られている。

「なるほど、確かに君の命の保証はされそうだ。いざとなったら俺を切り捨ててくれ」

　ギルテスは納得したように頷く。

「ええ。だからできる範囲で協力させて。犯罪組織は必要悪だけど、人身売買は見逃せないもの」

「いや、人身売買以外も駄目だろう」

「そうはいっても、役人が解決できない裏の仕事を請け負うのもそういう人たちなの。聖職者であるあなたの知らない世界を私は見てきたわ。犯罪組織がなくなれば、かえって治安は悪くなるのよ」

「……そういうものなのか」

　ギルテスは苦虫を噛みつぶしたような顔を浮かべている。聖職者とは受け入れない職業だろうけれど、エーナは彼らもまた社会に必要な歯車だと知っていた。

　……もっとも、犯罪行為そのものを肯定するわけでない。彼らはまさしく悪である。

　ただ、この世界は綺麗事だけでは成り立たないのだ。

「とりあえず、行くとなったら準備するわよ。ギルテス、髪を染めましょう。金髪だと目立つわ」

「え？」

　エーナは裸のままの彼を浴室に連れていく。そして、ここ最近港街で流行っている髪染めを用意した。海外からの輸入品で綺麗に染まるらしい。仲よくしている商人からたまたまもらったものだ。

「あなたが金髪でよかったわ。黒い髪を別の色にするのは難しいけれど、金髪を黒く染めるのは簡単だもの」

　エーナは彼の髪に毛染めを塗布していく。独特の匂いが鼻に届いた。よく染まっていく様子が爽快で、自然と微笑んでしまう。

「確かに、女性連れである上に髪の色まで変えれば多少の目くらましにはなるな」

「こんなものまで家にあったなんて、私に拾われたのは本当に運がいいわよ」

「……ああ。誠心誠意神に仕えていたから、幸運を恵んでくださったのだろう」

　ギルテスがしみじみと呟く。

「そういえば、無事に王都に報告できたとして、その後はどうするつもり？　もう司祭は続けられないでしょう？」

　女を知った彼は司祭の資格を失った。言わなければばれないことだけれど、ギルテスはそんな嘘をつくような性格ではない。職を失った彼の今後が気になる。

「王都で資格を返上するが、その後の身の振りかたはちゃんと考えている。心配しなくても大丈夫だ」

「……ふーん」

　具体的なことを聞きたかったのに、はぐらかされてしまった。

　もっとも、彼があえて言わなかったことはわかっている。わざわざ追及するような無粋な性格ではないので、エーナはしつこく聞かなかった。

　ただ、心の中はもやもやしている。

（教えられないってこと？　……ギルテスの中で、私の存在はどうなっているのかしら？）

　先程はケインに嫉妬して何度も執拗に抱いてきたくせに、肝心なことはなにも話さない。

　その状況を面白くないと感じながらも、エーナは淡々と彼の髪を染めていった。





　　　◆　　◆　　◆　　◆






　──翌朝。支度を終えて出発する直前、玄関の扉の下から手紙が差しこまれていることにエーナは気付いた。

　薄く色づき繊細な模様が入った封筒は恋文にぴったりのものだ。宛名の部分に「愛しいエーナへ」と書かれていて、差出人にケインの名前が入っている。

　わざわざ家まできて、この手紙を置いていったのだろう。

「話はついたはずなのに、どうしてこんな……」

　諦めの悪い男だったのかと思いながらエーナは封を開ける。

　中に書かれていたのは甘い言葉とは正反対の内容だった。

『金髪で青い目の司祭を探している男たちがいる。それらしい男が北に向かう馬車に乗る姿を見たと言っておいた』

「……！」

　後ろから手紙を覗きこんできたギルテスが息を呑む音が聞こえる。

「ケイン……」

　彼は未練がましく手紙を出してきたのではない。この情報を伝えるために、わざと恋文を偽装したのだ。

　かつてケインとエーナが付き合っていたことは、調べればすぐにわかる。ケインが恋文を出したところで誰にも怪しまれないだろう。

　偽装のために恋文にぴったりのレターセットを買ってくれたのだと考えると、一緒になる未来は選べなかったけれど、彼はやはり素敵な男性だったとエーナは思った。

「北から王都に行くルートは避けましょう」

「ああ」

　エーナたちは馬車乗り場へと向かう。

　ギルテスはフードを被るべきか迷っていたけれど、せっかく染めたのだからとエーナは制止した。隠すよりも黒い髪を見せたほうがいい。

　それに、ケインの乗っていた船が偶然この港に停まっているという。つまり、今なら体格のいい軍人たちが港街に溢れているのだ。堂々としていたほうが目立たない。

　エーナが連れているのが例の男娼と違うけれど、軍人に目移りしたと思ってもらえればそれでいい。

　ケイン以外、どんな男性に言い寄られても拒んできた。だからこそ「ガタイのいい男娼と一緒に歩いていたけど、結局あの国の軍人になびいたのか。ああいうのが好みなんだな」と面白おかしく話のネタにしてもらえるだろう。

　そういうわけで、堂々と往来を歩く。

　たまに見知った顔がエーナを見て「おやおや」と意味ありげに微笑んでくるが、それでよかった。上手く勘違いしてくれているようだ。

　それに、顔見知り以外の者から注目を浴びている様子はない。ひとまずは安心である。

「ギルテスが倒れていた日、あなたを追っていた男は三人組だったわ。あなたの顔を知るのは何人くらいいるの？」

「追っ手の中で私の人相書きは出回っているだろうが、実際に顔を見られたと把握しているのは五人だ。……もっといるかもしれないが」

「どれくらいの規模で追われているのかわからないけど、その五人全員が港街にいるとは思わないわ。ケインの話を聞いて北に向かったでしょうし、港街からすでに出ていると判断して別の街にいるかもしれない。髪の色で印象は違って見えるけれど、顔は変えられないものね。あなたの顔を知っている人がこの港街に残っていなければいいけど」

　髪も染めたし司祭の服も着ていない。それでも、顔を知っている人に会えばわかってしまう。

　遠目で「髪の色が違う」と判断し、注意深く顔を見られなければいい……と願っていると、前方から軍服を来た男が歩いてきた。ケインだ。

「やあ」

　彼はエーナの隣ではなくギルテスの横を歩いた。まるでなにかから隠すように。

「ケイン、手紙を見たわ。ありがとう」

「いいや。君は相変わらずお人好しなんだなと思ったよ」

　ケインは苦笑する。

「それはそうと、この男に渡すものがあったんだ」

　そう言って彼はギルテスに布でくるんだ小さいなにかを渡した。

「これは……？」

　ギルテスが歩きながら布を外していく。エーナも横目で中を覗くが、ちらりと見えたものに思わず息を呑んだ。

（ナ、ナイフ……！）

　鞘に入ったナイフだ。ギルテスはすぐ布に包み直す。

「ケイン！　あなた、どういうつもり？」

　他国の軍備品を受け取るなんてできない。ギルテスも困惑している。

「それは軍のものではなく俺の私物だから、安心して受け取ってくれ。素人でも扱いやすいだろう」

「安心してと言われても困るわよ」

　ケインの国ではどういう文化なのかわからないけれど、この国では司祭が実戦目的で武器を携帯するのは禁じられている。聖職者の中で武器の所持が認められているは聖騎士だけだ。

　だから、ギルテスはそれをケインに返すかと思ったが……。

「ありがとう」

　なんと、彼はそれをしまった。エーナは驚く。

「ちょっと！　いいの？」

「すでに資格は失っている。なにを今更」

「それもそうだけど……」

　確かに彼は司祭として一線を越え、エーナと肌を重ねた。職を辞する予定なので、厳しく戒律を守るつもりはないのかもしれない。

「これでエーナを守れということだろう？」

　ギルテスはケインに問いかける。

「そうだ。エーナを助けるためならば、場合によってはその刃を突き刺すのは敵ではなくお前自身だ」

　ケインはこともなげに言った。

　彼はギルテスの事情を知らない。だから、ギルテスが死んで解決するのならば死ねと言っているのだ。軍人である彼は独特の生死感を持っているらしい。

　もっとも、エーナは共感できないので微妙な表情を浮かべてしまう。

「……わかった。あなたの思いは受け取った」

　ギルテスは納得したように深く頷く。

　そんな会話をしているうちに馬車乗り場へと着いた。エーナは西へ向かう切符を買う。

「エーナたちがどこに行くのか知らないし、抱えている事情も知らない。ここに戻ってきた時、俺の船はもう出ているかもしれないしな。それは返さなくていい。だから……」

　ケインはエーナの手を取ると、その甲に唇を落とす。

　どこか懐かしい唇の感触。これがケインから受ける最後のキスになると直感的にわかった。

「お前の無事を祈る。幸せになってくれ」

「……ええ。ありがとう、ケイン」

　エーナは微笑んだ。ケインもどこか寂しそうな笑みを返してくれる。

　別れを告げ、エーナたちは馬車に乗りこんだ。

　軍人であるケインがなにも言っていなかったので、怪しい気配はなかったのだろう。

　昨日は彼の告白を断ってしまったというのに、こんなにもよくしてくれて切なくなる。

　恋心は抱いていないけれど、かつての恋人への情はあったのだ。

　馬車に座ると、ギルテスもなにかを決意した表情でナイフを入れた鞄をぎゅっと握っている。

　──こうして、二人は王都へと向かい出発した。





　　　◆　　◆　　◆　　◆






　王都へは最短ルートで五日かかる。

　その道のりには追っ手がいるはずとエーナは判断し、多少遠回りだけれど七日かかるルートを使用することにした。

　こちらにも追っ手がいるかもしれないけれど、ギルテスの顔を知っている者がいなければいいだけの話だ。髪の色を変えて司祭服を脱いでしまえば、人相書きの情報だけで特定するのは難しい。

　馬車を乗り継ぎながら王都へ向かって三日目の夜、エーナたちはとある宿屋に泊まっていた。

　馬車が停まるような街には必ず宿屋がある。別々の部屋にするお金くらいあるけれど、恋人同士だと偽装するためにあえて同室にしていた。何度も肌を重ねているし、そのまま同じベッドで眠ってしまったこともあるので、今更恥じらう必要もない。

　その日泊まった宿屋には男女別々の風呂があり、エーナは宿についてすぐに汗を流した。ギルテスは入浴前に部屋で軽く身体を動かしたいというので、入浴後のエーナが部屋に戻ってから入れ替わるように風呂へと向かう。

　ベッドに腰掛けて、エーナはぼんやりと考えた。

（このまま何事もなく王都につければいいのだけれど……）

　港町を出てからというもの、追っ手に見つからないかと多少はびくびくしていたけれど危険な気配はなかった。ケインが工作してくれたおかげかもしれないし、ギルテスの髪を染めカップルに偽装しているからかもしれない。

　対策しているのだから簡単に見つからなくて当然だけれど、ここまで順調だとかえって不安になってしまう。

（心配したところで今更どうしようもないけれど）

　エーナは大きな溜め息をつく。

　そして、不安な気持ちとは裏腹にムラムラとした欲求がこみ上げてきた。

（性欲はちゃんと戻したのに、その感覚を身体が覚えてしまったから……ああ、もう！）

　ギルテスと連日抱き合っていたからか、それとも危険な目に遭うかもしれないという不安から本能として子供を残そうとしているのか、昨日あたりから無性に性的欲求が高まっていた。

　性欲を返してからというもの、ギルテスは一度もエーナに手を出してこない。当然、行為をする理由などないのだけれど、朝から夜まであんなに抱き合っていた男が横で寝ているのになにもしないというのはエーナを燻らせた。

（あんな性欲を抱えているのに耐えられるなんて、聖職者の精神力って本当にすごいわ。……って、もう司祭じゃないけれど）

　人身売買の証拠を手に入れてしまった彼は、とるものもとりあえずわずかなお金だけを持って王都を目指したらしい。当然、性欲を抑える薬を持ち出す暇などなかった。

　その薬を飲んでいない今、凄まじい性欲が渦巻いているはずなのに彼はとても紳士的である。しかも、自慰をしている様子もない。

　心配になって大丈夫なのか聞いてみたが、返事はこうだった。

「どれだけ食べたいものが目の前にあっても我慢できるだろう？　我々には理性があり、自制心がある」

　その言葉にエーナは納得してしまった。お腹が空いたところで、食べ物を盗まない。エーナの大好物を他人が食べているところに遭遇しても、それを奪おうとしないだろう。

　それと同じで、性交をしたくなっても抑制できるのだ。薬で抑えていたとはいえもともとは彼の中に存在していたものである。他人のエーナは無理だったけれど、本人ならば上手に制御できるに違いない。

　ともあれ、強すぎる性欲を受け取ったギルテスはエーナに触れてこなかった。

　──一方、性欲を返し終わったエーナのほうが我慢できないというのは皮肉な話だ。

（性欲なんて、そんなになかったのに！　これもギルテスのせい！）

　ムラムラすると無性にイライラする。

　このままだとよくないと判断したエーナは自分で処理することにした。下着の中に手を入れる。

「ん……っ」

　ギルテスが風呂から戻ってくる前に手早く済ませようと思った。

　秘裂を少しなぞっただけで簡単に蜜が溢れてくる。長時間馬車に乗って疲れているからか、感じやすくなっているようだ。

　エーナは簡単に快楽を得られる蜜芽へと指を伸ばした。

（とりあえず、ここさえ刺激してればすぐにイけるわよね？）

　少し硬くなった花芯を指で捏ねくる。

　だが、思ったような感覚は得られなかった。

「え？　あれ……？」

　どうしてしまったのかと戸惑うと、ここ最近は彼に皮を剥かれた状態で弄られていたことを思い出す。どうやら、強い刺激に慣れてしまったらしい。

（……っ、童貞だったくせに信じられない！）

　エーナはとりあえず包皮を捲ろうとした。しかし、どうやったらいいのか自分ではわからない。自分の身体だけれど、繊細な場所を傷つけてしまうのが怖くて中途半端な力加減でしか触れられないのだ。

「ん……っ、んぅ……」

　思ったような快楽が得られなくて、切ない吐息が零れる。このままでは時間がかかりそうだと判断したエーナは、内側を刺激することにした。

　ぬかるみに指を差し入れる。

（この感じる部分の裏のところ……）

　秘玉の裏側を指でなぞっても、これまた望んだ快楽を得られなかった。長くて太い指で擦られていたから、エーナの細い指では刺激が足りないのだ。

「嘘、どうして……」

　どうやら、エーナの身体はすっかりギルテスに与えられる快楽を覚えこまされてしまったらしい。自分一人では満足に慰められなくて目の前が暗くなる。

「ん……っ、んっ」

　身体は確かに反応していた。腹の奥から愛液が溢れて秘処は濡れている。エーナが指を動かせばくちゅりと淫らな音を奏でるけれど、燻っている熱を鎮められるほどの効果はなかった。

（どうしよう。ギルテスが戻ってくる前に終わらせなきゃいけないのに）

　このままでは中途半端に昂ぶっただけで終わってしまう。発散したいのに歯がゆい思いをしていると、扉が開く音がした。

「え……」

　なんと、予想よりもかなり早くギルテスが戻ってきてしまった。エーナは下着の中に手を入れたまま硬直する。

「……」

　ギルテスはすぐに扉を閉めて施錠した。そして早足でベッドまで歩み寄ってくる。

「どういうことだ？　まだ性欲をすべて返していなかったのか？」

「違うわ、それはちゃんと返したの。……でも、そういう気分になっちゃって……」

　エーナは正直に伝えた。恥ずかしさのあまり消えたくなるけれど、それと同時に彼への怒りもこみ上げてくる。

「大体、あなたのせいよ！　私は性欲なんてあまりなかったのに強い衝動を覚えてしまって……。しかも、私の指じゃ物足りなくなっちゃって上手にできなかったのよ！」

　まさに、ムラムラするとイライラする状態だ。こうならないために自分で処理しようと思ったのに、結局ギルテスを責めてしまう。わかっていても、悪態をついてしまった。

　一方、エーナの心の叫びを聞いたギルテスの口角が上がる。

「そうか……それはすまなかった」

　言葉では謝っていても、その顔は反省していなかった。

「では、私が責任を持って君の欲求を解消しよう」

　ギルテスは下着の中に入れているエーナの腕を掴むと、自分の顔の前に持ってくる。そして、濡れている指先をぺろりと舐めあげた。

「……っ！」

　性感帯でもないのに、指に舌を這わされただけでぞくぞくする。それと同時に、簡単に翻弄されてしまうことが少し悔しく思えた。

「なにが、どうできなかったんだ？」

　彼の大きな口に指が呑みこまれる。ギルテスはエーナの指をしゃぶりながら訊ねてきた。

「その……か、皮が剥けなくて……刺激が足りないというか……。内側だって、感じる場所を触っても、そこまで気持ちよくなれなかったの」

「わかった」

　ギルテスはエーナの指から口を離すと押し倒してくる。そして下着を引き抜いた。足が大きく開かされる。

「皮を剥くのは、こうするんだ」

「ひあっ！」

　彼の指先が器用に包皮を下ろしていく。その動きだけでぴりっとした快楽が腰を突きぬけていった。

「ほら、一緒にしてみよう」

「ああっ……」

　彼はエーナの手を秘処に導くと、指先を摘まんで蜜芽に触れさせた。エーナの指を動かしながら、包皮を上げたり下げたりする。

「あうっ、んっ、ひあっ！」

　皮が上下する動きがすでに気持ちいい。しかも、彼の吐息が剥かれた秘玉をくすぐってきて、それも快楽を生み出していた。

「上手だ」

　まるで子供をあやすような優しい口ぶりだ。

「なんでそんなに上から目線なの？　私のほうが経験値があるのに……！」

「そうだな、確かに性行為の経験回数なら君のほうが上だろう。だが、私は筋がいいのかもしれないな。それに、相手が君だから頑張っている」

　ギルテスがくすりと笑う。

「聖職者のくせに、なんて無駄な才能なの……！」

「確かにそのとおりだ。しかし、思うようにいかないのが人生というものだろう。私だって、一生司祭として神に人生を捧げる予定だった」

「……」

　そう言われてしまえば、なにも言い返せない。

　ギルテスを助けたことを後悔していないし、彼だって死ぬよりはましだと思っているはずだけれど、エーナが介入したことによって彼の人生設計が大きく狂ったことは確かだ。きゅっと唇を噛みしめる。

「ほら、上手だ」

　エーナの指先がするする動くようになった様子を見て、彼はご褒美と言わんばかりに剥き出しの花芯にキスをした。

「ひあっ！」

　エーナの腰が揺れる。

「君の内側は……私のものの大きさに馴染んでしまったのだろう。可哀想に、今後は私以外の男では物足りなく感じてしまうかもしれないな」

　可哀想にと言いながら、その声は少し弾んでいた。

　ギルテスはエーナの秘玉に吸いつくと、指をエーナの中に挿れてくる。その指先はまっすぐにエーナの一番感じる部分を押しつぶしてきた。

「んうっ！」

　花芯を吸われ、その内側から指で押されて、同時に感じる部分を刺激されると腹の奥から熱がこみ上げてくる。

「あ……っ、やぁっ、もう……！」

　高みに押し上げられていくのがわかった。唇に挟まれた秘玉を舌先でつつかれた瞬間、エーナは頂点に達する。

「あ──」

　身体が強張り、足の指先がぴんと伸びる。蜜口は彼の太い指をぎゅっとしめつけた。

「あぁ……」

　独特の浮遊感を味わっていると指を引き抜かれる。ギルテスは前をくつろげると、ひくつく秘裂に滾ったものをあてがってきた。

「達しても、奥が物足りないだろう？」

　とても最近まで童貞だったとは思えない台詞を吐きながら彼が腰を進めてくる。まるでエーナのすべてを理解していると言わんばかりの表情だ。

「あっ、ああ……！」

　彼の舌も指も気持ちよかったけれど、悔しいことにそれだけでは満たされないのも確かだった。達したというのに、もっと強い快楽を身体が欲している。

　熱く、太いものがエーナに埋めこまれていく。媚肉がみちみちと拡げられる感覚もたまらない。

「あうっ」

　奥深くまで挿入されれば、最後に大きな陰嚢がぺちりと当たった。その刺激で腰が甘く痺れる。

「エーナ……っ」

　彼が腰を動かす。

　たった数日抱かれなかっただけなのに身体はとても飢えていた。熱杭を埋めこまれた途端に全身が歓喜に打ち震える。

　一度達したおかげで柔らかくとろけた媚肉を、硬い雄が容赦なく擦りあげた。

「んあっ、あぁ……！」

　繋がっている部分がどうしようもなく熱い。エーナはギルテスにしがみつく。

（気持ちよくて、頭がおかしくなりそう……！）

「ははっ、君の奥が……ンっ、熱烈にキスをしてくる。喜んでもらえて光栄だ」

　額に汗を浮かべながらギルテスが口角を上げた。表情は優しげなのに、腰の動きは激しい。一番深い場所を容赦なく叩かれて愛液がしぶく。

「ああっ！」

　激しい動きに胸が揺れると、ぴんとしこった乳嘴を彼の指が摘まみ上げてきた。軽く引っ張られると腰が浮き、さらに深い場所まで繋がってしまう。

「ひあっ……！」

　こんな深い場所まで彼のいいようにされてしまうのかと、エーナは自分でも驚いてしまった。

　もっとも、嫌ではない。むしろ身体は与えられるすべてを喜んで享受している。

「エーナ……！　あっ、すごい……こんな、奥まで……！」

　いつもより奥に届いていることにギルテスも気付いたようだ。

　しかし、彼は手加減してくれない。ここぞとばかりにぐりぐりと刺激してくる。

「はぁっ、ん、あぁ……」

　怒濤のように押し寄せてくる快楽の中で、唇だけがなぜか物足りない。切なげに舌を覗かせると、それに気付いたギルテスが瞳を細めて唇を重ねてきた。肉厚な舌が口内で暴れる。

「ん……っ、んん──！」

　上から下から与えられる甘美な刺激に導かれてエーナは達した。すると強く抱きしめられ、最奥に熱い飛沫を叩きつけられる。雄液が体内を満たしていった。

　遠慮なく穿たれ、じんじんと疼く最奥を労るように精が濡らしてくる。

「満足したか？」

　そう言ってギルテスが己を抜こうとした。エーナは咄嗟に彼の腰に足を搦める。抜け落ちようとした楔が再びぐぽりと入ってきた。

「……っ、あれ？　ご、ごめんなさい！」

　肉体的には満足しているはずなのに、自分でもどうしてそんなことをしてしまったのかわからなくて混乱する。

　とりあえずエーナは彼の腰から足を離した。今度はちゃんと抜けるはずだ。

「……」

　しかし、ギルテスは抜くことなく無言のままエーナの顔をじっと覗きこんでいた。

「ギルテス……？」

「……」

「あの、どうしたの……って、ひあっ！」

　彼は再び腰を打ちつけてくる。

「どうやら一度では足りなかったようだな。気付かなくてすまなかった。こんなにも奥が吸いついてくる上に、君のここはすがりついてくるというのに……やはり私は経験が足りないようだ……ッ、ン……はぁ……っ」

「んあっ、んっ、ああっ！」

　先程よりも強く、そして早く彼の腰が動いた。体液でどろどろになった最奥が容赦なく押しつぶされ、その刺激が快楽となり全身に拡がっていく。

「あっ、あ──」

　繋がったまま、何度も高みに押し上げられる。

　──抜かないまま五回ほど精を注がれて、終わったころにはエーナの声はすっかり枯れていた。

　翌日、掠れた声で文句を言えば、そのとりとめもない愚痴を彼は大人しく聞いてくれる。掌の上で転がされているような気がして癪に障り、エーナは結局なにも言えなくなってしまった。
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　旅路が順調すぎて逆に怖いという心配は杞憂に終わり、何事も起こらないままエーナたちは王都まであと少しの場所まで来ていた。明日には王都に到着するだろう。

　それなりの規模の宿場町に泊まる予定を変更し、エーナたちは小さな村にいた。小さな村ほど余所者の存在が目立つから避けたかったのだけど、仕方ない。

　実は馬車での移動途中、たまたま同乗した男性がひどく思いつめた表情で俯いていた。気になってしまったエーナが「どうしましたか？」と声をかけると、彼はぽつりぽつりと悩みを語り出したのだ。

　つい最近、その男性の父親は老衰で亡くなったらしい。葬儀を挙げようとしたが、彼の村にいるたった一人の聖職者がたまたま王都に呼び出されて不在だった。

　この国では土葬が基本だが、葬儀の前に遺体を埋めることは禁忌とされている。そして、葬儀は必ず司祭などの聖職者が執り行うことになっていた。しかし、運悪く村に聖職者がいない。

　そこで男性は近隣の村に探しにいくことにしたが、あいにくどこの聖職者も王都に呼び出されていないらしい。

「明日、王都に行く予定ですが……この時期ですから、親父の状態がとてもひどい有様で……」

　男性は憔悴していた。ただでさえ父親が亡くなったばかりだというのに、葬儀を挙げてくれる聖職者が見つからない。しかも気温が上がってくる時期なので、遺体の腐敗も進行してしまうだろう。

　エーナとギルテスは顔を見合わせる。エーナが小さく頷くと、彼は男性に声をかけた。

「御仁、私は司祭だ。休暇中ゆえ司祭服を持ち合わせていないのだが、私でよければ葬儀を執り行おう」

　そう言って彼は十字架のペンダントを村人に見せた。司祭のみに与えられる特別な代物で、それを見れば一発でわかる。

「なんと、そうでしたか……！　ろくなお礼もできませんが、どうかお願いできないでしょうか？　このままでは親父が可哀想だし、その、匂いもひどくて……」

「礼は結構。ただ、今夜は御仁の村に滞在することになる。泊まれるような場所はあるだろうか？」

「小さい村ですがちゃんと宿屋はあります。俺の従兄弟がやってるので、準備させていただきます！」

「ああ、よろしく頼む」

　──と、そんな経緯があって急遽予定を変更し、二人は小さな村の宿屋にいた。

　ギルテスは女性を抱いてしまったので、本来ならば司祭としての資格は失われている。

　しかし、資格を返上するには王都の大聖堂で手続きをする必要があるらしい。それまでは、特殊な事情が生じた場合のみ司祭としての活動が許されているとのことだ。

　今の彼が司祭として仕事をしても大丈夫なのか不安に思っていたけれど、説明を聞いて安心する。経典を読んだことがないけれど、意外と融通が利く教義なのかもしれない。

　ともあれ、王都からちょうどいい位置にある村なので、旅人が立ち寄ることも多いらしい。よって、きちんとした宿屋があるのは嬉しかった。

　村につくなり、ギルテスはさっそく葬儀へと向かった。村人も匂いに困っていたようで大歓迎される。

　実は内心「聖職者をおびき寄せる罠かもしれない」と警戒していたけれど、村人たちの様子を見るかぎり演技ではなさそうだし、なにより村人の家の近くで独特の匂いを感じた。遺体があるのは嘘ではない。

　葬儀の間、エーナは宿の部屋で休むことにした。宿の主人も葬儀に行っているので、建物の中は静まりかえっている。

（明日王都に着いたらギルテスともお別れか。無事なのはよかったけど……）

　頬杖をつきながら物思いにふける。

　彼とはまだ出会ったばかりだ。それにもかかわらず一緒にいた時間が濃密すぎて、離れがたいと感じてしまう。

　肌を重ねただけで、心まで惹かれてしまったのだろうか？

（……それは違う。それだけじゃない）

　エーナは瞳を閉じる。

　あの熱い交わりも、確かに理由のひとつだった。

　ただ、エーナは彼と一緒に過ごして心地よさを感じていた。彼の前では変に気を遣わずに自然体でいられる。ありのままのエーナを受け止めてくれる包容力を彼には感じるのだ。

　それに、よりを戻そうとしたケインに苦言を呈した時、とても胸がすっきりしたのである。

　今の生活が捨てられなかった自分の浅ましさを責める気持ちがあったけれど、それはケインも同じなのだと気付かされた。自国を捨てられないケインだってお互い様なのだ。

　どちらかが悪いわけではなく、二人の問題だったのである。折り合いがつけられない以上、別れるしかなかった。

　ギルテスのおかげで心に残っていたしこりが消えた。そうしてくれた彼に好意を抱くのも無理はないと自分でも思う。

（私はギルテスに惹かれている。でも、彼は私のことをどう思ってるんだろう？　そして、これからどうするつもりなの？）

　ギルテスは近々、司祭としての職を失う。正直なところエーナには彼を養える稼ぎもあるし、家事をしてくれるのは助かる。彼が望めば喜んで迎え入れるだろう。

（なにも言ってこないから、彼の思い描く未来に私が一緒にいるのかわからない）

　エーナの瞳が切なげに揺れた。

　嫌われていないのはわかる。ケインが現れた時には執着も感じた。彼の中でエーナはある種の特別な存在であると思う。

　それでも、なにも言ってこないのだ。彼の心のうちについて推測はできるけれど、確たる言葉がないかぎりもやもやしてしまう。

（悩んでても仕方ない。今夜、聞いてみましょう）

　決意して小さく頷く。

　魔法の影響で男女の関係を持ったとはいえ、この曖昧な関係について答えを出しておきたかった。そうしないと、またぐだぐだ悩んでしまう気がする。

（早く帰ってこないかしら？　……って、物音がする？）

　静かだった宿屋に人が入ってくる音がする。

（葬儀が終わるには早すぎるわよね）

　複数名の足音がまっすぐエーナの部屋に向かっている。エーナの背筋を冷たいものが走り抜けた。とてつもなく嫌な予感がする。

（空間魔法は自分で自分を収納することはできない。そして、一度に収納できる人間は一人だけ。聞こえてくる足音からして何人かいそうだし、相手を収納してやりすごすことは無理。ここは二階だから、私の運動神経じゃ窓から逃げようとしても怪我するだけ）

　冷静に分析をし、打つ手がないと考えたエーナは覚悟を決めて椅子に座る。

　ドアには鍵をかけていたはずだが簡単に蹴破られた。いかにも悪人面した筋骨隆々の男たちが部屋になだれこんでくる。その中には、ギルテスを拾った日に会った男もいた。

　彼らはエーナを見るなり言う。

「おう、姉ちゃん。悪いがちょっとツラかしてくんねえか？」

　どうやら、彼らの目的はエーナのようだ。ギルテスが葬儀で不在にしていることも、エーナが彼に協力していることも把握しているらしい。

　いつ、どのようにして情報を得たのかわからない。それでも、エーナの情報まで得ているのならば交渉できそうだ。

「いいわよ。ただし、私に手荒な真似をするのはやめてちょうだい。私が死んだら港街の商人たちが黙ってないわよ」

　エーナは取り乱すことなく、落ち着いた口調で言った。

「姉ちゃんのことは、よーく知ってる。大人しくするんなら、なにもしねえよ」

「わかったわ」

　エーナは立ち上がると自らの足で男たちについていく。腕を掴まれることもない。

　去り際、男の中の誰かが部屋に書き置きを残しているのが見えた。ギルテスを呼び出すつもりだろう。

（さて……どうしようかしら）

　下手に暴れたり逃げようとするのは悪手だ。相手につけこませないよう堂々としているほうがいい。

　エーナはいわば諸刃の剣である。彼らが狙うのはギルテスであり、エーナを殺す必要はない。

（私のことも調べがついているなら、港街の商人組合を敵に回したくはないはず。まず、私は道徳心ではなく損得勘定で動いているだけで、場合によってはギルテスを切り捨てるような女だと思わせたほうがいいわね）

　頭の中で算段を立てる。

　葬儀中で村人たちが礼拝堂に集まっているせいか、宿を出たところで外には誰もいなかった。そのまま歩かされて森へと連れていかれる。

　その道すがら、エーナは男のうちの一人に声をかけられた。あの日、ギルテスを捜していた男だ。

「よう、姉ちゃん。久しぶりだな」

「ええ、久しぶり。あの時はごめんなさいね。お金の匂いがしたものだから、つい。あなたたちより先に見つけて、お金と引き換えに渡そうって考えちゃったの」

　エーナは悪びれもなく言う。

「ふん。俺たちも大概だが、お前たちのような商売人も金には汚いよな」

「そうよ。港街で人を探す時は最初に金貨を気前よく掴ませないと正しい情報なんて得られないわよ。覚えておくといいわ」

「……そのとおりだな。一体なんなんだ、あの街は。ろくな情報が集まらねぇ」

　男は舌打ちをする。彼は商人どころか、他国の軍人にまで騙されているのだ。かなり苦労したのだろう。

「で、姉ちゃんはどこまで知ってるんだ？」

「この世には知るだけで命を狙われる情報がわんさかあるのよ？　わざわざ深入りするわけないじゃない」

「じゃあ、なんであの司祭に協力している？　司祭を探している者たちの情報くらい簡単に手に入るだろう。俺たちと接触して予定通り司祭を渡してくれればよかったじゃねえか」

「そうなんだけど、私は運び屋よ。人を運ぶのは専門外だけど、王都には行き慣れてるの。もし彼を王都まで無事に連れていったら聖勲章をくれるって言われちゃって。お金じゃ買えないものを引き合いに出されたら、私もなびいちゃうわ」

　エーナはわざと笑って見せた。

　聖勲章というのは、聖職者に対して大きな貢献をした者に与えられる特別な勲章である。授与されるのは年に一人いるかいないかというもので、これをもらうことはとても名誉なことであった。

　当然そんな話をされた覚えはないけれど、「褒美に釣られた」という体のために嘯く。すると、男が笑った。

「はっ、んなわけねーだろ。貰えねーよ、そんなもの。騙されてんぞ」

　哀れむような、小馬鹿にするような目を向けられる。

「そうなのね……。怪しいとは思ったけど、あの司祭が実はやんごとない人の隠し子かと思っちゃったのよ。はーっ、無駄足踏んだわね」

　エーナはあくまでも淡々と答えた。わざとらしく驚くよりも、その可能性も考えていた様子を見せるほうが真実味がある。

「お金でどうにもならないものを手に入れるのって難しいわね」

　そう言いながら溜め息をつく。

　金銭で解決できないからこそ一縷の望みをかけた──聖勲章にそれだけの価値があることは彼らにも伝わるはず。

　思惑通り、男たちがエーナを疑うことはなかった。

「まあ、今まで助けてあげた恩を感じているでしょう。聖勲章の嘘をついていた負い目もね。私に人質としての価値はあるわ。捕まったふりをしてあげるから、さっさと終わらせてよね」

　本当に捕まった立場であるものの、エーナは決して下手には出ない。この男たちもギルテスも、エーナにとってはただの商売相手にしかすぎないと思わせるのだ。

（私が危害を受けることはないでしょうけど、あとはどうするか……）

　ギルテスを切り捨てたふりをしていても、本当にそうするつもりはない。できることなら助けたい。とりあえず自分の安全を確保し、その上で動くのだ。

（まずは、状況次第で考えるしか……）

　先程まで今後の身の振りかたを考えていたというのに、今は生きるか死ぬかの問題になっている。

　はたして、二人揃って無事に生き残れるだろうか？

　飄々とした態度の裏で、エーナの胸は焦燥にかき立てられていた。
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　エーナが連れてこられたのは、森の中にある木こり小屋の前だった。

　森の中でも作業できるように開けた場所になっている。村からもほどよく離れているので、荒事をするのに相応しい場所だった。

　この木こり小屋までの道は踏みならされているのでわかりやすく、ギルテス一人でもたどり着けるだろう。

　草むらの上に腰を下ろしたエーナは、どうしたものかと考えあぐねる。

　ここには五人の男たちがいる。ギルテスは体格がいいものの、五人も相手にできるはずがない。そもそも、最初に会った日だって負けていたのだ。彼の腕っ節は期待できないだろう。

（武力で解決できないとなると、交渉を持ちかけるべきだけど……ギルテスに「人身売買の協力をするから命だけは助けてくれ」と言わせてみる？　でも、この男たちがそれを信用するとは思えない）

　下手を打てばエーナも怪しまれ、危険な目に陥る。

（私の財力でこの男たちを買収してみる？　でも、裏社会って仁義に重きを置く輩も多いのよね。単純に金目当てで働いてるなら寝返るかもしれないけど、ここにいる全員が買収できるとは思えない）

　ああでもない、こうでもないと思考を巡らせ、最適解を導こうとする。そして、小一時間ほど経ち空がうっすらと橙色に染まりそうなころ、誰かがやってくる気配がした。

「……！」

　ギルテスだ。その手には大剣が握られている。

　武器を持ってやってきた彼にエーナは驚いてしまうものの、そういえば地方によっては葬儀の際に剣を使うと聞いたことがあった。実用性のない安そうな宝飾もつけられているし、この地域がそうなのだろう。鞘もなく、彼は抜き身のまま柄を握っている。

（儀式で使った剣をそのまま借りてきたのかしら？　まさか、戦うつもり？　そもそも、剣なんか使えるの？）

　物騒なものを手にした彼を見てエーナは不安になる。

　男たちはといえば、ギルテスを見て笑っていた。

「おいおい、脅しのつもりか？　人を切ったら司祭でいられなくなるだろう」

　大きな剣を見ても男たちは怯んだ様子がない。

（……まあ、司祭の資格はとっくに失ってるんだけど）

　心の中で突っこみつつ、エーナはただ心配そうにギルテスを見る。彼は落ち着いた様子で男たちに答えた。

「司祭でいられなくなる前に、死ぬほうが困る」

　ギルテスは剣を構える。一般的な姿勢ではなく下段の構えで、大きな身体の後ろに剣先が隠れていた。これでは剣の長さを目視できず、距離感を図りづらいだろう。

（この構え……まるで、剣を使ったことがあるみたい）

　エーナはそう感じる。男たちも堂の入った構えに驚いていた。

「あー？　多少は剣を使えるのか。まあ、儀式やらなにやらの経験があるんだろうが、実戦とは違うぜ」

　男たちが隠し持っていたナイフを取り出す。ナイフのほうが遙かに短く、剣を相手にしたら不利に思えるけれど、司祭相手に負けるつもりはないのだろう。それに、五対一である。

　人質であるエーナに危害を加えると脅し、ギルテスにいうことを聞かせるつもりかと思っていたが、男たちはそうする予定はないようだ。

（ギルテス相手なら簡単に勝てると思って舐めてるのね。私の役目はギルテスを呼び出すだけってことか……。まあ、私に危害を加えるわけにはいかないものね）

　今、男たちの誰もエーナを気にかけていない。拘束もされていないし、逃げようと思えば逃げられた。

　しかし、自分だけ生きのびてもつらい。なんとかギルテスを助けなければ。

「ねえ、考えがあるんだけど……って、えっ？」

　とりあえず話し合いに持ちこもうとした刹那、ギルテスが先に動いた。一瞬で間合いを詰めて男たちの一人に斬りかかる。

「……！」

　その剣捌きを見てエーナは言葉を失う。

　ギルテスの剣は足の健を正確に切りつけた。急所ではないけれど、動きを封じる攻撃である。

　只人ならぬ剣捌きを見た男たちの空気が変わった。小馬鹿にした笑いを浮かべていたけれど、一瞬で鋭い目つきになる。

　そんな彼らにギルテスは次々と斬りかかっていった。

（ギルテスってこんなに強かったの？）

　初対面の際に死にかけていた姿が印象的だったから、体格がいいだけで弱いと思っていた。それなのに、騎士さながらの体捌きである。

　あっという間に二人目、三人目と動きを封じていった。四人目の足が切られた瞬間、残った男はギルテスから距離を取ると、エーナに向かってくる。

「……！」

　身体が竦み、動けなくなってしまった。男はエーナの首筋にナイフをあてがう。

「動くな！　こいつを殺すぞ！」

「ちょっと。本気で私に危害を加えるつもり？」

「うるせえ！　この状況でそんなこと考えてられるか！」

　エーナに手を出さないと言っていたのは、彼らがギルテスに勝てる算段があったからこそだ。しかし形勢が逆転してしまった今、なりふり構っていられないのだろう。

（私の魔法でこの男を空間に放りこむこともできるけど、そんなことをしたら犯罪組織に私の能力がばれてしまう。それは最後の手段にしたい）

　男たちのうち四人は動けない状態だけれど、意識はある。この一人だけ空間に入れることで一時的には助かるけれど、今後のことを考えると避けたかった。一時しのぎは悪手である。

「おい、本気でこいつを刺すぞ！　聖職者のくせになんの罪もない一般人を巻きこむつもりか？　その剣を捨てろ！」

　男はギルテスに要求する。至近距離で叫ばれて耳がきんとした。

「……わかった」

　ギルテスは悩むことなく、手にしていた大剣を地面に放り投げた。

「よし。じゃあ、例の書類を寄越せ」

「……」

　エーナは固唾を呑む。ギルテスはおもむろに懐に手を入れた。

　人身売買の証拠の書類はエーナが預かっているので、魔法空間の中にある。取り出すべきか否か迷ってギルテスに視線を向けると、彼が口を開いた。

「武器をしまえ！」

（……っ！　そういうこと！）

　エーナは瞬時に彼の意図を理解した。男のほうは「は？」と間抜けな声を出す。

「馬鹿か、お前。なんで俺が武器をしまうんだ……って、なっ」

　男の手からナイフが消えていた。

　──そう、エーナは魔法空間に男の武器をしまったのだ。魔法空間に収納するにはある程度近づかないと不可能だけれど、この距離なら可能である。

「は？　え？」

　男はエーナが魔法を使ったことに気付いていないようだ。落としたのかと勘違いして地面に視線を向ける。

（今だ！）

　ギルテスの足が大地を蹴った。間合いを詰めると同時に、彼は懐からナイフを取り出す。ケインに渡されたものだ。鮮やかな手つきで鞘から抜き、身をかがめると男の足の腱を切る。

「ぎゃあああああ」

　男の悲鳴と共に生温かい血がエーナの足にもかかった。男の手から解放され、ぐらりと傾いだ身体をギルテスが受け止めてくれる。厚い胸板の感触にエーナは安心を覚えた。

「大丈夫か？」

　呼吸も乱れていなかった。

「え、ええ。ありがとう。……というか、あなた、こんなに強かったの？」

「ああ、鍛えていたからな。実は性欲を抑える薬は身体機能を低下させる効能もある。今は服用していないから本来の力を出せた」

「そういうことだったの……」

　だから最初に会った時は死にかけていたのかとエーナは納得する。

　性欲を減少させるだけでなく勃起機能も失わせるような薬なので、副反応も強かったのだろう。そもそも司祭は普通戦わないし、多少身体機能が低下したところで日常生活は問題なかったのだと思う。

「村人に頼んで、王都に馬を出してもらい邏兵を呼んでもらうことにした。疲れているだろうが、我々もこれから馬で王都に向かう。夜中になると思うが、途中で邏兵と合流できるだろう。そのほうが安全だ」

「わかったわ」

　地面に倒れたまま呻いている男たちはそのままにして、エーナはギルテスに連れられて村に戻ることにした。寒い時期ではないし、彼らが死ぬことはないだろう。邏兵がこちらに向かっているなら、そのうち回収されるはずだ。

　村について軽く休憩をした後、村人たちが用意した馬に乗る。この村にとって貴重な馬だけれど、気前よく貸してくれるようだ。葬儀を執り行った司祭によほど感謝しているらしい。

　この村から王都まで馬車だとそれなりに時間がかかるが、人や荷物を運んでいる馬車はゆっくり走る。馬そのものに乗って移動するならもっと早く着くのだ。

　ギルテスが「合流するまで休憩はしないほうがいい」と言うので大人しく従う。

　そして真夜中、邏兵と無事に合流できた。エーナは魔法空間から取り出した書類をこっそりギルテスに渡すと、安心して意識を手放してしまう。体力の限界だ。

　──そして翌日の昼、エーナは王都で目を覚ました。

　眠っている間に王都まで運ばれ、邏兵の医務室に寝かされていたらしい。医務室は女性の医官助手がおり、ずっと側にいてくれたようだ。

「体調は大丈夫ですか？」

　女性が訊ねてくる。

「ええ、大丈夫よ。それよりもギルテス……私が一緒にいた無駄に体格のいい司祭はどうしたの？」

「司祭様は大聖堂へと向かいました。また、こちらのお手紙を預かっております」

「ありがとう」

　エーナは手紙を受け取る。便箋ではなく、適当な紙に走り書きをしたものだった。

『ありがとう。もう大丈夫だから、君は港街に戻ってくれ。この恩は絶対に返す』

　書かれていたのはそれだけだ。あまりの短さにエーナも絶句してしまう。

（なにこれ？　この恩は絶対に返すってあるけど、会いに行くから待っていてくれとか、本当は好きだったとか、そういうのもなし？）

　そっけないメッセージの紙をエーナはわなわなと握りしめる。

　危険な目に遭ってまで協力したのに、別れの手紙がこれだけとはなにを考えているのか。

　悠長に手紙を書く時間がなかったのだろうけれど、それにしても他に伝えるべき言葉があった気がする。

　妙に胸がむかむかとしてきたが、エーナは落ち着いて深呼吸した。

（私が欲しい言葉がなかったから、腹が立っているだけなのよね。……きっと、ギルテスにとって私はその程度の存在だった。好意を抱かれていると勘違いして、勝手に思い上がってたみたい。……みっともないわ）

　ケインが自国を捨てられなかったのと同じだ。ギルテスもエーナより優先すべきものがあったから、こんな手紙になったのだろう。

　たった数行しか書く時間がなくても、本当にエーナを好きだったら違う内容になっていたと思う。

　二人で過ごした日々の終わりとして、決して納得のいく形ではない。悔しさと、落胆と、怒りと、悲しみと、様々な感情がない交ぜになり、最終的に諦めが胸を覆った。

（……さよなら、ギルテス）

　好きだったけれど、恋人ではなかった。肌は重ねたけれど、それだけ。こんな短い手紙で終わってしまうだけの関係だったのである。

　無事にギルテスを送り届けた以上、王都に残る理由はない。とりあえず今日は適当に宿をとって身体を休めて、明日にはここを経つ。港街に戻るのだ。そこがエーナの居場所である。

　王都を出るまでギルテスに会うことなく、エーナは一人で馬車に乗った。







第五章「彼の選択と選んだ未来」








　エーナがギルテスと王都で別れてから半年が経とうとしていた。

　手紙の一通くらい届くかと思っていたけれど、それもない。彼が今どこでなにをしているのかも知らなかった。

　この恩は絶対に返すと書いてあった割には、なんの音沙汰もない。恩返しを期待して親切にしたわけではないけれど、少しだけ寂しく思った。

　ちなみにギルテスが王都に到着してから二ヶ月後、人身売買の組織が摘発されたことが新聞に載っていた。ギルテスが言っていた領主と、何名かの聖職者も捕縛されたと書かれている。

　どうやら、無事に解決できたらしい。ギルテスのしたことは無駄ではなかったのだ。

（まあ、人身売買の件が無事に解決したならそれでいいか。私も善行に貢献したってことだものね）

　人身売買で人生を狂わされる予定だった誰かを救えたかもしれない。そう思うだけで気分が晴れる。

　エーナは失恋したものの、生活が大きく変わることはなかった。

　ふとした瞬間にギルテスのことを思い出しては胸が切なくなるけれど、仕事への影響はない。物思いにふけり、食欲が落ちたりもしていない。至って健康で、元気に毎日を過ごしている。

　自分でもさっぱりしていると思うが、十代ではないのだからこんなものだろう。

　そんなこんなで、大仕事を終えたばかりのエーナはその日、屋敷でゆっくりと休んでいた。

（今日は久々に飲みに行こうかな）

　酒でも飲みたいと考えていると、来客を知らせる鐘が鳴る。

　エーナは玄関に向かった。扉を開けると、そこにいたのは──。

「……ギルテス？」

　決して背が低くないエーナでもしっかり見上げなければ顔が見えないほどの長身。広い肩、がっしりとした体躯、長い足、そして金の髪に青い瞳。そこにはギルテスがいた。

　視線が交わった瞬間、彼の瞳がかすかに揺れる。

　しかも、彼は聖騎士の服装をしていた。聖騎士といっても、全身に鎧を装着するのは式典の時だけで、普段は制服の上に胸当てブレストアーマーをつけただけの簡素な格好だ。

「その格好……聖騎士？　え？　どういうこと？」

「話したいことがある。入ってもいいか？」

「え、ええ。どうぞ」

　驚きつつも、エーナは彼を招き入れた。ギルテスは重そうな胸当てを外して、くつろいだ様子で椅子に座る。

「今日は移動日で仕事がないからこの格好をする必要もなかったんだが、着たほうがわかると思って」

「そうね。あなたが聖騎士になったんだって一目でわかるわ」

「ああ。聖騎士の資格をとって、この港街に配属された」

「は？」

　とんでもないことをさらりと告げられエーナは目を丸くする。驚いて言葉を失っていると、彼は詳しく説明をしてきた。

「もともと、司祭を辞したら聖騎士になるつもりだった。司祭は結婚できないが、聖騎士なら話は別だからな。以前いた教会に、いつか心から愛する人ができた時のために鍛えておいたほうがいいと私に剣を教えてくれた聖騎士がいたんだ。そのおかげで最短の研修期間で資格を得られた」

　ギルテスが微笑む。

　確かに聖騎士になるのは大変だと聞いたことがある。司祭や牧師など、三年以上の聖職者としての実務経験が必要で、さらに身体能力も要求される。他にも学ばなければいけないことがたくさんあるらしい。

　王都の大聖堂で厳しい研修を受け、聖騎士として問題ないと認められれば洗礼を受けた後に資格を得られるようだ。場合によっては数年かかるという。

（ギルテスなら司祭としての実務経験もあるし、剣の腕は申しぶんないわよね。それに、司祭として働いてきた時の知識も役に立つでしょうし）

　彼が聖騎士に転職したことに納得してしまう。なにより、聖騎士ならば非童貞でも問題ないのだ。

「聖騎士の資格を得たら、君に伝えようと思っていたことがある」

　ギルテスはエーナの手を握ってくる。鋭い瞳に射貫かれて鼓動が跳ねた。

　割り切っていたつもりだったけれど、胸の奥で燻っていた彼への思いが再び燃え上がるのを感じる。

　彼はエーナの目をしっかりと見て、伝えてきた。

「君を愛している。私の伴侶として、共に生きてくれないか？」

「……！」

　突然の告白と求婚にエーナは一瞬呼吸の仕方を忘れてしまった。

「な、なんで……？」

　嬉しいというより、驚きのほうが勝る。

「なんでって……言ったとおり、君を愛しているからだ。察しのいい君のことだから、私の気持ちにはとっくに気付いていただろう？」

　彼が小首を傾げる。

（やっぱり、ギルテスも私のこと好きだったんじゃない！）

　自惚れでも勘違いでもなく、彼の心はエーナにあった。胸が弾んでしまう。

　とはいえ、彼の行動が理解できない。

「そんな気はしてたけど……だとしたら、なんで気を失った私にあんな手紙を残したの？　そっけない内容だったから、てっきり私のことなんて取るに足らない存在なのかと思ったじゃない」

「なにを言う！　好きだからこそ、ああいう内容になった」

　握られている手にぎゅっと力がこめられる。

「司祭の資格を失った私は聖騎士になるつもりでいた。しかし、それには時間がかかる。研修は厳しく、試験は難しく、絶対に聖騎士になれる保証もない。そんな曖昧な状態で君を待たせるわけにはいかないだろう？」

「それは……」

「君を愛していると、もし私を思う気持ちがあるなら待っていてほしいと伝えたかった。でも、君の貴重な時間を奪うわけにはいかない。私以上に素敵な男がいたら恋をしてもいいと思った。……まあ、最終的には奪い返すつもりだったが」

「……っ」

　奪い返すと言った時の表情が怖くて、エーナはひゅっと息を呑む。

「それで……どうだ？　今、君は付き合っている男がいるのか？　いるならば、是非会わせてほしいんだが」

　にこりと笑うけれど、その目は笑っていなかった。握られている手はひどく熱いのに、背筋を冷たいものが走り抜けていく。

「い、いないわ……」

「ならよかった。では、私の求婚は受けてくれるか？」

「……」

　エーナは即答できなかった。

　彼のことが好きだった。状況を理解して、じわじわと喜びがこみ上げてくる。

（この人は、私がなにも捨てないで済む道を選んでくれた）

　決して簡単ではない聖騎士の資格をとり、聖職者を続ける道を選んだ。その上で、配属先はこの街を希望したのだろう。港街から離れられないエーナを考慮してくれている。

　二人が互いに大切なものを手放さずに済む道をギルテスは選んでくれた。

　その根底にエーナへの深い愛があるのはわかっている。

　それが嬉しくて胸がいっぱいになってしまった。唇が微かに震えて言葉が上手く出てこない。その様子を、エーナが迷っているのだと彼は勘違いしたようだ。

「王都で離れてから半年も経った。突然のことで戸惑っているのかもしれない。返事は急がなくていい。私はずっとこの港街にいるから、ゆっくり考えてくれ」

　彼の言葉が琴線に触れる。

（ギルテスはこれから港街にいるんだ……！）

　彼と一緒にいられるのだと思うと、共に人生を歩んでいけるのだと実感がわいてくる。

「いいえ、ギルテス。今返事をするわ。……私もあなたと一緒に生きていきたい。私だって、あなたのことが好きなの」

　ギルテスと会えなかったこの半年間、もやもやすることもあったけれど、だからといって彼への思いが消えたわけではない。

　返事を保留して考え直す必要もなかった。

　彼の思いを無下にする理由なんてない。思いは通じあっているのだから、会えなかった時間を埋めるくらい一緒にいたい。

「エーナ……」

　ギルテスがエーナを引き寄せて抱きしめてくる。彼の胸に顔が当たるけれど、半年前よりさらに胸板が逞しくなった気がした。

　久々に感じる温もりにうっとりしていると、急に身体を離される。

「え？」

　驚いて上を向くと、彼の唇が下りてきた。唇が重なる。

「ん……っ」

　キスをしながら再び抱擁された。唇を重ねるだけのキスだったのに、角度を変えながらどんどん深くなっていく。

「はぁ……っ、ん……！」

　舌を絡めあうだけでとても気持ちがよかった。お腹の奥が熱くなる。

　それと同時に、彼の下腹部が硬くなっていくのを感じた。エーナの身体が反応しているのと同様、彼も昂ぶっているようだ。

「はぁ……っ、エーナ……。このまま君を抱きたい……！」

　ぐりっと腰を押し当てられ、彼の存在を感じさせられる。

「私もしたい……」

　エーナもまた、自分の身体を彼に密着させた。すると、彼は再び身体を離し、エーナを抱き上げる。

　時折軽いキスをしながら、彼は階段を上っていった。まっすぐエーナの部屋に向かうと、行儀悪くも足で扉を開ける。司祭の時は絶対にしなかった行動だ。

　ギルテスはベッドの上にエーナを寝かせると覆い被さってきた。みるみるうちにエーナの服が剥ぎ取られていく。

　エーナもまた彼の服を脱がせていった。早く繋がりたいし、自分で脱ぐほうがよほど早い。それでも相手を脱がせる茶番のような行為を楽しいと思ってしまう。

　互いに一糸纏わぬ姿になると、露わになった胸に彼が触れてきた。自分の肌をなぞる指の感触が記憶にあるものと違うことに気付く。

（指先が硬い。聖騎士の訓練で手の皮が厚くなったのかしら？）

　長かったのか短かったのかわからない半年という時間の流れをまざまざと感じた。

　ただ、ギルテスにとってその半年間はエーナとの未来のために必要な時間だったのだ。

　改めて、こうして一緒にいられることを嬉しく思う。

「エーナ……」

　彼の指が堅くなった先端を摘まむ。エーナがどうされるのが好きかをきちんと覚えていたようで、乳嘴を引っ張られた。

「ああっ！」

　彼の指に摘ままれて乳首が淫らに形を変える。この独特の刺激が好きで、ぴりっと痺れるような感覚が胸の先から拡がっていった。

　ギルテスは引っ張りながら、指先で乳嘴をしごいてくる。

「んあっ！　あっ、はぁ……！」

　堅くなった指先に擦られると、腹の奥が疼いてびくびくと腰が揺れる。蜜口からは熱い液がにじみ出てシーツへと流れていった。

　ギルテスが指を離したけれど、堅くしこった先端はじんじんと疼いている。その赤い果実を口に含みながら、彼の手が腰に向かって下りていった。

　腰の曲線をなぞり、下腹をなぞり、足の付け根に指先が届く。少し触れられただけでくちゅりと淫猥な水音が響いた。

　彼は乳首を唇で食みながら秘裂を指でなぞる。

「はぁ……、ん！」

　花弁を指でめくられ、内側の粘膜を濡らしていた蜜を掬い取られる。

　蜜をまぶした指先はエーナの花芯にあてがわれた。ぐりっと押しつぶしてくる。

「ひあっ」

　敏感な部分を刺激され、エーナは背筋を仰け反らせる。

　彼の指はくるくると肉芽をこねくり回した後、包皮を下げてきた。真珠が露わになった瞬間、指先ではじかれる。

「あうっ！」

　無防備になった場所に強い刺激を与えられ、一気に達してしまった。軽い絶頂だったけれど、ぷしゅっと潮が吹き出てしまう。

「なんてかわいいんだ。……私がいない間、他の男に抱かれたか？」

「んっ……、そんなことしてないわよ」

「そうか。……君の自由を奪うわけにはいかないと思っていたが、港街には男娼もいるし、他の男といい関係になっているかもしれないと研修中は嫉妬で狂いそうだった」

　ギルテスは安堵の表情を浮かべる。彼は本当にエーナを気遣ってあの手紙を残したのだと痛感した。

　彼は機嫌がよさそうに指先で陰核をこねる。

「んあっ……」

「エーナ。それでは、寂しい夜は一人でここを弄ったのか？」

「……秘密」

　エーナは適当に誤魔化そうとする。

　しかし、はっきりと否定しないことが答えになっていた。ギルテスは口角を上げる。

「皮は上手に剥けたか？」

「だから、秘密だってば」

「そうか。……まあ、過去のことはどうでもいい。これからは私が気持ちよくしてやる。自慰なんかしないで、私の手と口を使え」

　ギルテスは乳首を吸いながら、何度も指先で陰核をはじいてきた。その反動で皮が元の位置に戻ってしまうと、再び剥いてくる。

　無防備な真珠をいじめられて、エーナは何度も甘く達してしまった。陰核はすっかり真っ赤になってしまい、秘裂は涙を流すように蜜を溢れさせている。

「やぁ……っ、だめぇ……！　そこばっかり……っ、あうっ、はぁん、ああっ！」

　エーナがいやいやと首を横に振れば、彼はようやく蜜芽を嬲るのをやめてくれた。そして、その指をエーナの中に差しこんでくる。

「ああっ！」

　堅くしこった陰核の裏側に指の腹を当てられ、内側からぐっと押された。直接触れられていないのに花芯がぴりっと痺れる。

「ああっ……ん、あー……！」

　とんとんと優しく叩かれると、歓喜の証しが飛沫を上げる。腰の奥から熱がこみ上げてきて、潮がゆるい放物線を描いてギルテスの腕を濡らした。

　彼は嬉しそうに瞳を細める。

「先程から出ているこれは、潮というものらしいな？」

「……え？」

　潮を吹くのはこれが初めてではないというのに、ギルテスはなにを感心しているのだろうか。エーナが疑問符を浮かべた。すると、彼が伝えてくる。

「私はてっきり小水かと思っていた。気持ちよすぎて漏らしていたのかと」

「は？　はああああ？　そんなわけないでしょ！」

　エーナの顔が真っ赤になった。

　確かに司祭として性とほど遠い場所にいた彼は性的知識が浅いだろう。だからといって、そんな風に思われていたなんて恥ずかしい。

「研修中、私のように司祭の資格を失って聖騎士になると決めた者もいた。聖騎士の先輩たちもいたし……まあ、色々なことを教わってきた」

「聖職者ともあろう人たちが研修中になんてことを話してるの！」

　思わず呆れてしまう。しかし、彼は悪びれもせずに笑った。

「必要な知識だろう？　聖職者として神に仕え人々の役に立つ以前に、身近な女性を喜ばせることができる男にならなければ」

「……」

　エーナは絶句する。さも当然のことのように言っているけれど、とんだ詭弁だ。

「潮は女性が気持ちよくなると出る体液なのだろう？　……ほら、また出た」

「ひあっ！」

　内側から強く擦られて再び潮を放ってしまう。

「ねえ……潮を知らなかったってことは、以前は私がしている最中にお漏らししてると思って興奮してたの？」

「そうだ。そんなになるまで感じてしまうなど、なんてかわいすぎる女性なのかと思って興奮した」

「ひっ……とんだ変態だわ」

　エーナは引いてしまう。

「仕方ないだろう。教養として男女の交わりの方法や、女性の膣から分泌液が出るとか基本的な知識はあっても、それ以上の知識はなかったんだ。でも、安心してくれ。今はしっかり学んできた。たとえば……」

　ギルテスはエーナの中から指を引き抜く。そして、ひくつく蜜口に滾った熱杭をあてがってきた。

「あっ……」

　堅く太い雄がエーナの中に埋めこまれていく。

　それと同時に、彼の親指が大きく膨らんだままの花芯に押し当てられた。

「挿入しながらここに触れられると、とても気持ちいいんだろう？」

「えっ、ちょっと待って、それは……っ、ん、ああっ！」

　元に戻っていた包皮を剥かれ、剥き出しの真珠を指先で転がされる。それと同時に雄杭が肉壁を左右にかきわけて最奥まで進んできた。こつんと奥を穿たれて軽く達する。

「んあっ！」

　びくびくと腰が揺れた。

「奥を押しつぶしながら、この可愛らしい豆を弄られると、たまらないのだろう？　指で擦られるのがいいか？　それとも、はじかれるのがいいか？」

　ギルテスの指が秘玉をぴんとはじいた。鋭い刺激が腰を突きぬけ、彼の肉杭をしめつけながら潮を放ってしまう。

「あうっ」

「はじいた時の反応がいい。エーナはここをいじめられるのが好きみたいだな」

　彼は腰を揺すりながら勃起した陰核を何度も指ではじいてくる。硬い爪が当たる瞬間も、はじかれた花芯が揺れて痺れる感覚もたまらない。

　楽しそうにエーナの花芯をいたぶっていたギルテスであるが、急に眉根を寄せて苦しそうに奥歯を噛みしめた。

「ク……っ。エーナ、君の奥が私にキスをしてくるこれは、ン、一体なんなんだ？　どうやって君の中は私に口づけてくるんだ？」

「んあっ……そんなの、してないってばぁ……」

「半年前もそう言ってたな。クっ、しかし、君の奥が私の先端に熱く吸いついてくるではないか。早すぎるのはよくないと聞いていたが……ああっ、ン、君のせいで出てしまう……！」

　彼の腰の動きが早まる。激しく腰を穿ちながら指ではじく動作はできないようで、しかし彼の指はエーナの秘玉から離れずにぐりぐりと押しつぶしていた。

　中から外から刺激され、今度は深い官能へと導かれていく。

「ああっ、あっ、あ──！」

「ンンっ、熱くて、はぁ、ぬるぬるして、しかもキスしながらしゃぶりついてくるし……ク、あっ……すまない。我慢できない……！　エーナ、エーナ……っ！」

「はうっ、ん、あんっ、はぁ……っ！」

　最奥を容赦なく突き上げながら、彼の雄が大きく打ち震える。

「あぁ──」

　熱液がエーナの中に注ぎこまれ、奥のさらに奥を精にくすぐられてエーナは大きい絶頂を迎える。足の爪先が丸まり、全身が打ち震えた。頭の中が真っ白になり視界がゆがむ。

　媚肉がぎゅっと彼の楔をしめつけた。剛直は何度も震えて精を吐き出す。

　ようやく吐精が止まっても、彼のものは堅いままだった。

「はぁっ、はぁ……。エーナ……」

「んあっ！」

　彼は再び腰の動きを止めて、エーナの秘玉を指ではじいた。強い快楽が全身を突きぬける。

「早かったが……年を取れば、ン、遅くなっていくと聞く。安心してくれ」

「……」

　年を取った男性が遅漏になるのは自然の摂理だ。しかし、エーナはそれがいいことだとは思えず、返事しようかどうか困ってしまう。

「それに、早かったぶんは回数で挽回すればいいと聞いた。私の性欲の強さは君もよくわかっているだろう？　大丈夫だ、何度でもできる」

「ひ……」

　エーナは思わず息を呑む。

　ギルテスはにこりと笑うと、嬉しそうに腰を穿ってきた。

「交わる時の体位も色々教わってきた。……だが、今日はようやく再会できたんだ。最初の三回くらいはまだ君の顔を見ながらしたい」

「さ、最初の三回……くらい？」

　軽く言ってくれるけれど、三連戦するだけでもかなりすごいと思う。一体、彼は何回するつもりなのだろうか？

（確かに、半年前はしまくってたけど……！）

「エーナ、舌を出して」

「はい……っ、んく……」

　エーナが舌を差し出せば、彼の唇に優しく食まれた。そのまま深い口づけを与えられ、舌を絡めながら腰を穿ってくる。

　ぐぽりという独特な音がして、愛液と精液が混じった蜜口を掻き回された。

　深い絶頂を迎えていたエーナは、軽い刺激でさえも強く享受してしまう。彼の下生えに肌が擦れるだけでぞくぞくした。

「はぁっ、んぅ……」

「エーナ、愛している」

「んっ……、私もよ、ギルテス。愛してる……っ、あああっ！」

　愛の言葉を紡げばエーナの中で雄杭が質量を増した。隘路が肉棒にみっちりと拡げられる。

「ちょっと、大きくしすぎ……っ、あ」

「ン──、君だって、奥でキスしすぎだろう……っ！　先端は敏感だから、あっ、優しくしてくれ！」

「そんなこと言われても……んあっ、はあっ！　また大きくなってる……！」

「お互い様だろう」

　キスの応酬に息苦しさを覚えて顔を横に背けようとしたら、両頬を手で押さえこまれて執拗な唇から逃れられない。

　彼の腰は激しくエーナの中を蹂躙してくる。

　最奥を熱杭に叩かれつづけ、たまらなくなったエーナは唇が離れた瞬間にすかさず懇願した。

「はぁっ、ん、奥ばっかり、いじめないで……！」

「……！　そうだな、すまない。こちらもだな」

　ギルテスは繋がったまま膝立ちになると、再び秘玉を指先ではじいてきた。

「あうっ！」

　雄杭を咥えこんだまま潮を放つ。さらりとした水分が彼の下腹を濡らした。

「……ん？　ここ、先程より大きくなってないか？」

　ギルテスは小首を傾げながら陰核を撫でた。ぴりっとした甘い痺れが腰を突き抜ける。

「あなたが、そこを弄るからでしょう！」

「そうか……つまり、ここはもっと触ってほしいと主張しているわけだな。理解した」

「は？」

　ギルテスは腰を軽く揺らしながら陰核を摘まみ、包皮を上下させた。

「あうっ！　ひっ、ああっ！」

　皮が動く度に真っ赤に熟れた真珠が顔を覗かせる。普段は皮で守られている場所を剥き出しにされて恥ずかしいはずなのに、お腹の奥は嬉しそうに彼の雄をしめつけていた。

「ああっ、ん、皮をそんな風にしちゃ──あうっ、またイっちゃう、出ちゃう、おかしくなっちゃう……っ！」

「ずいぶんと忙しいな、……ッ、はぁ──、好きなだけ乱れてくれ。ン、私はとっくにおかしくなっている」

「あぁ──」

　皮を下げられたまま、指の腹でぐりっと押しつぶされた。潮がゆるい放物線を描いて放たれ、エーナは高みに上りつめる。

　ねだるように蜜壷が剛直をしめつければ、精がエーナの中に撒き散らされた。

（こ、これで二回目……。……まだ二回目っ？）

　エーナの背筋を冷たいものが走り抜けていった。

　確かに一回一回は短いけれど、快楽が強すぎる。身体が持つのか心配だ。

「ギ、ギルテス。ちょっと休憩しない？」

「喉が渇いたのか？」

「ええ、そうなの。だから水を飲みに行きたくて……っ、あんっ！」

　さすがに解放してくれるかと思いきや、彼はエーナの膝の裏に腕を差しこむと繋がったまま立ち上がった。

「あうっ！　あっ、ああっ！」

　太い腕がエーナをしっかりと支えてくれているけれど、このままの体勢で移動するという不安でエーナはしっかりと彼にしがみつく。

　繋がったまま歩くと、腰を穿たれるのとはまた違った振動に奥を刺激された。自重で彼の楔を深く呑みこんでしまう。

　ただでさえ大きいというのに、驚くような場所まで彼のものが入ってきている気がした。彼が足を踏み出すたびにその場所を押しつぶされ、エーナはたまらず彼の肩口を噛んでしまう。

「ふ、深すぎる……っ、んっ、ああっ」

「はぁっ、ン、すまないエーナ……！　半年我慢してようやく会えて、今は少しでも君を離したくないんだ……！」

　ギルテスも快楽に乱れた吐息を漏らしている。

　ここで余裕ぶった態度を見せられようものなら腹が立ったかもしれない。しかし、エーナを好きなあまり自制できないように見えたから嬉しくて胸がきゅんとした。

「ク……っ、ン、ああっ、エーナ、エーナ……！　愛してる……！」

「私も……っ、大好き。あなたと、んっ、ずっと一緒にいたい……」

　ギルテスと一緒に未来を迎えられる幸せに胸を高鳴らせながら、今はただ、彼に熱烈に求められて官能の海へと溺れていった。
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　はじめまして、もしくはこんにちは。こいなだ陽よう日かと申します。

　この度は拙作をお読みいただき誠にありがとうございました。

　本作は濃蜜ラブルージュ様で書かせていただく二作目の作品となり、今回はテンション高めのファンタジーです！

　実は昔大好きだった乙女ゲーの攻略対象に聖職者がいました。しかも、そのキャラと一線を越えたことがはっきりとわかる描写があり、当時はとてもテンションがあがりました。

　聖職者との恋物語、いいですよね！

　いつか聖職者ヒーローの話を書きたいと思っておりましたが、今回念願が叶いまして嬉しいです！

　リアルな世界観だと聖職者との恋物語を書くのは難しいですが、この物語は魔法が存在するファンタジーの世界です。つまり、なんでもアリということで、好きに書かせていただきました。

　ちなみに私がファンタジー作品を書く時は、たとえ魔法が出てこなくても地球とは違う世界という設定で書いております。ＴＬ小説でラブシーンが存在する以上、綺麗で清潔な世界観にしたいという思いがありますので、史実とは違っても「この世界ではこういう文化です！」という考えで話を作っています。

　現実には存在しない架空の世界の話として楽しんでいただけましたら幸いです。

　ちなみに今「地球」という文字を変換しようとしたら、真っ先に「恥丘」が出てきて笑ってしまいました。ＴＬ作家あるあるですね！

　さて、今回素敵な表紙を描いてくださった浅あさ島じまヨシユキ先生、本当にありがとうございます。ヒーローが最高に格好いい！　しっかり服を着ているのに手袋がとてもえっちです！　ヒロインの身体がとても柔らかそうで、まさに濃蜜ラブルージュ様といった扇情的かつ美しい表紙に感動しました。

　浅島先生、素敵な表紙を描いていただき誠にありがとうございました！

　また、今回も編集様には大変お世話になりました。細かい部分までチェックしていただいたおかげでこの物語が完成しました。ありがとうございました！

　それでは、最後までお読みいただきありがとうございました。最大限の感謝を！

　感想などいただけましたら幸いです。またお目にかかれますように。
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